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枝・葉クイズ

ワタシの名前がワカリマスカ？

※写真は平成25年環境緑化樹木
識別検定の試験問題です。

こたえは紙面の
どこかにアリマス
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コンテナ農場コンテナ農場

オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
サンゴジュ　シマトネリコ
マテバシイ　ヤブツバキ　ヤマモモ
レッドロビン　オウゴンマサキ
カンツバキ（赤花と白花）   サザンカ
シャリンバイ　ツツジ類　トベラ
ハマヒサカキ　ヒサカキ　ミカン類
サクラ類　イロハモミジ    ハナモモなど

（
一
社
）日
本
植
木
協
会
は
、

平
成
２７
年
度
通
常
総
会
及
び
創

立
４５
周
年
記
念
大
会
を
、
１
月

２３
日
（
金
）
東
京
港
区
の
「
品

川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
で
開
催

し
た
。

【
総
会
前
理
事
会
】

通
常
総
会
の
開
会
に
先
立

ち
、
総
会
運
営
の
確
認
等
を
図

る
た
め
正
副
議
長
打
合
会
及
び

総
会
前
理
事
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、三
役
、正
・
副
議
長

及
び
理
事
・
監

事
等
１８
人
と
事

務
局
。
議
事
は

平
成
２７
年
度
総

会
等
へ
の
対

応
、
役
割
分
担

等
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
を
行

い
、
円
滑
な
総

会
・
大
会
の
運

営
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

【
通
常
総
会
】

次
い
で
、
平
成
２７
年
度
第
４２

回
通
常
総
会
は
、
午
後
１
時
半

か
ら
開
会
し
、
開
会
に
先
立

ち
、
事
務
局
か
ら
定
足
数
の
確

認
が
行
わ
れ
、
本
人
出
席
１
２

３
名
、
委
任
状
１
６
２
名
、
計

２
８
５
名
で
総
会
が
有
効
に
成

立
し
た
こ
と
を
告
示
し
た
後
、

宍
倉
副
会
長
の
開
会
の
辞
で
開

幕
し
た
。

は
じ
め
に
水
城
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
平
素
の
活
動
へ
の
謝

意
と
設
立
４５
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
報
告
し
、
コ
ン
テ
ナ
部
会

が
推
進
し
た
ミ
ウ
ラ
折
り
、
及

び
緑
育
出
前
授
業
に
触
れ
た
の

ち
会
場
設
営
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

へ
謝
意
を
表
し
た
。

議
案
審
議
等

議
事
に
入
っ
て
、
先
ず
、
議

長
団
に
は
、議
長
相
澤
裕
氏（
㈲

相
澤
園
芸
／
栃
木
県
）
を
、
副

議
長
に
畠
山
富
夫
氏
（
㈱
畠
山

種
苗
園
／
新
潟
県
）
と
清
水
宣

昭
氏
（
㈲
清
水
種
苗
／
埼
玉

県
）
を
選
出
。
ま
た
、
議
事
録

署
名
人
に
鵜
澤
栄
氏
（
八
街
植

木
／
千
葉
県
）、
石
井
豊
氏（
石

井
植
木
／
神
奈
川
県
）
が
指
名

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

議
事
は
、
審
議
事
項
の
第
一

号
議
案

平
成
２６
年
度
決
算
報

告
及
び
監
査
報
告
に
つ
い
て
郡

司
事
務
局
長
が
２６
年
度
事
業
報

告
を
し
た
後
に
決
算
報
告
を
行

い
、
岡
部
監
事
が
監
査
報
告
を

行
っ
た
。

議
長
が
会
場
に
諮
り
、
熊
本

県
支
部
会
員
か
ら
、
収
支
計
算

書
報
告
の
際
に
今
後
は
事
業
収

入
金
額
の
他
、
事
業
支
出
金
額

の
報
告
を
要
請
さ
れ
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

続
い
て
、
安
藤
貢
監
事
の
辞

任
に
伴
う
、
第
二
号
議
案
監
事

の
選
任
は
、
議
案
通
り
矢
作
勇

氏
（
神
根
葡
萄
園
／
埼
玉
県
）

が
承
認
さ
れ
挨
拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
し

て
、
平
成
２７
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
を
報
告
し
た
後
議
長

が
会
場
に
諮
り
、
熊
本
県
会
員

か
ら
樹
木
識
別
検
定
試
験
に
関

す
る
試
験
方
法
の
見
直
し
要
請

が
有
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
識

別
検
定
試
験
は
、
将
来
の
最
終

目
的
で
有
る
「
造
園
樹
木
士
」

を
見
据
え
て
の
通
過
点
で
あ

り
、
植
生
調
査
を
す
る
上
で
樹

木
名
を
知
る
こ
と
は
基
本
で
あ

る
事
、
こ
の
資
格
自
体
は
環
境

省
、
国
交
省
で
も
評
価
が
高
い

が
、
実
務
に
役
立
て
る
に
は
今

後
資
格
保
持
者
を
増
加
す
る
必

要
性
を
回
答
し
た
。

報
告
事
項
終
了
後
に
、
大
分

県
会
員
か
ら
会
員
の
再
入
会
に

つ
い
て
、
入
会
金
の
免
除
が
出

来
な
い
か
検
討
要
請
が
有
り
、

理
事
会
で
検
討
す
る
旨
の
回
答

を
し
て
議
事
は
終
了
し
た
。
続

い
て
新
入
会
員
の
紹
介
、
次
期

通
常
総
会
開
催
地
の
紹
介
、
青

年
部
会
紹
介
、
賛
助
会
会
員
紹

介
、
ミ
ウ
ラ
折
り
の
紹
介
等
が

有
り
、
午
後
２
時
５２
分
に
終
了

し
た
。

【
創
立
４５
周
年
記
念
全
国
大
会
】

続
い
て
４５
周
年
記
念
全
国
大

会
は
１５
時
か
ら
宍
倉
副
会
長
の

開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
出
席
者

は
、
関
係
行
政
庁
、
関
係
団
体

か
ら
の
ご
来
賓
２８
名
（
懇
談
会

出
席
を
含
む
）
と
会
員
等
総
勢

２
０
５
名
で
あ
っ
た
。

水
城
会
長
が
ご
来
賓
へ
の
謝

礼
、
創
立
以
来
の
主
行
事
に
触

れ
今
日
ま
で
の
謝
意
を
表
し
、

今
後
の
東
北
復
興
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
み
ど
り
の
需
要
増
の
期
待
、

今
後
末
永
く
本
会
が
新
し
い
東

京
・
新
し
い
日
本
の
創
造
に
携

わ
っ
て
い
け
る
よ
う
挨
拶
し

た
。続

い
て
相
澤
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

挨
拶
、
ご
来
賓
挨
拶
と
し
て
林

野
庁
今
井
長
官
、
農
林
水
産
省

生
産
局
長
挨
拶
を
菱
沼
園
芸
作

物
課
長
か
ら
、
国
土
交
通
省
挨

拶
を
舟
引
大
臣
官
房
審
議
官
か

ら
、
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局

長
挨
拶
を
山
根
大
気
生
活
環
境

室
長
補
佐
か
ら
、
東
京
都
産
業

労
働
局
長
挨
拶
を
、
武
田
安

全
・
安
心
地
消
地
産
推
進
部
長

か
ら
挨
拶
を
頂
き
こ
の
あ
と
、

ご
出
席
ご
来
賓
の
紹
介
と
続
い

た
。
こ
の
後
祝
電
披
露
の
あ

と
、
水
城
会
長
か
ら
感
謝
状
を

南
出
㈱
古
部
和
彦
氏
、
長
野
県

林
業
大
学
校
講
師
大
木
正
夫
氏

に
贈
呈
し
た
。
続
い
て
従
業
員

永
年
勤
続
者
表
彰
を
石
川
環
境

緑
化
㈱
佐
藤
正
行
氏
に
、卓
越

技
能
者（
名
人
）、優
秀
技
能
者

認
定
証
授
与
、特
別
庭
園
樹（
名

木
）認
定
証
授
与
、ア
ボ
ッ
ク
・

カ
ル
タ
賞
表
彰
、
阪
上
副
会
長

の
大
会
宣
言
、
同
じ
く
阪
上
副

会
長
の
閉
会
宣
言
で
す

べ
て
を
終
了
し
た
。

【
記
念
講
演
】

記
念
大
会
終
了
後
、

国
土
交
通
省
都
市
局
公

園
緑
地
・
景
観
課
緑
地

環
境
室
長
町
田
誠
氏
に

よ
る
講
演
を
頂
い
た
。

（
講
演
内
容
は
次
ペ
ー

ジ
掲
載
）

【
懇
談
会
】

記
念
講
演
会
終
了
後
、
清
水

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
司
会
で
懇
談

会
に
移
り
、
相
澤
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
開
会
の
辞
に
続
き
水
城
会
長

及
び
秋
山
理
事
の
挨
拶
に
続
い

て
、
国
務
大
臣
有
村
治
子
氏
、

本
会
顧
問
古
賀
誠
氏
の
挨
拶
を

頂
き
、
新
島
林
野
庁
整
備
課
課

長
の
乾
杯
で
懇
談
に
移
り
、
全

国
各
地
か
ら
の
会
員
と
ご
来
賓

の
方
々
と
の
懇
談
や
お
互
い
の

交
歓
を
通
じ
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
畠
山
富
夫
副
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
、
午
後

７
時
４０
分
お
開
き
と
な
っ
た
。

表
彰
対
象
者

１
�
協
会
長
感
謝
状

南
出
㈱

古
部
和
彦

氏

長
野
県
林
業
大
学
校
講
師

大
木
正
夫

氏

２
�
従
業
員
永
年
勤
続
表
彰

石
川
環
境
緑
化
㈱

佐
藤
正
行

氏

３
�
新
監
事

矢
作

勇

氏

生
年

昭
和
２５
年
４
月
１５
日

任
期

平
成
２８
年
総
会
時

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
植
木
協
会
活
動
・
事
業
に
対
し
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
本
日
は
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
植
木
協
会
は
設
立
４５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
４６
年
に
大
阪
で
設
立
し
た
の
ち
、
平
成
２
年
大
阪
花
博
、
平
成
１６
年
浜

名
湖
花
博
な
ど
、
諸
先
輩
方
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
結
果
、
多
く
の
事
業
を

推
進
し
て
参
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
減
少
に
も
い
く
ら
か
歯
止
め
が
か
か

っ
て
き
た
よ
う
で
す
し
、
今
か
ら
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
北
の

震
災
復
興
な
ど
、
将
来
的
に
明
る
い
見
通
し
が
あ
り
期
待
を
寄
せ
て
い
る
所
で
ご
ざ

い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
と
し
て
３
年
目
を
迎
え
、
協
会
内
で
は
コ
ン
テ
ナ
部
会
に
お
い
て

ミ
ウ
ラ
折
り
と
い
う
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
病
害
虫
防
除
ガ
イ
ド
を
作
成
さ
れ
ま
し
た

し
、
広
報
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
色
々
と
事
業
改
革
を
進
め

て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
緑
育
出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、
７
年
間
で
６４
回
、

４
、４
２
７
名
の
ご
参
加
を
頂
く
と
い
う
実
績
を
積
み
重
ね
、
全
国
各
地
で
「
緑
」

の
教
育
の
場
の
創
設
、啓
蒙
普
及
活
動
に
ご
尽
力
賜
り
、ご
担
当
さ
れ
た
青
年
部
会
、

そ
し
て
協
会
員
の
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
の
総
会
、
大
会
開
催
に
関
し
ま
し
て
、
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の

皆
様
に
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
協
会
の
益
々
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
開
会
の
言
葉
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
及
び

創
立
四
十
五
周
年
記
念
全
国
大
会
を
開
催

―
１
月
２３
日

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
―

水
城
清
志
会
長
挨
拶

林野庁長官 今井敏氏
ごあいさつ
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都
市
の
緑
に
は
、
休
養
・
休
息
の
場
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
、
動
植
物
の
生
息
・

生
育
環
境
の
場
、
ま
た
火
災
発
生
時
の
延
焼
防

止
な
ど
の
機
能
・
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
大
切
な
機
能
・
効
果
を
維
持
す
る
た
め
、
都

市
の
緑
を
守
り
、
創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

都
市
の
緑
の
変
遷

高
度
成
長
期
に
は
、
多
く
の
農
地
や
林
地
が

宅
地
に
変
わ
り
ま
し
た
。首
都
圏
の
東
京
都
、千

葉
県
、埼
玉
県
、神
奈
川
県
の
一
都
三
県
で
は
、

昭
和
４０
年
か
ら
平
成
１７
年
に
か
け
て
約
２０
万
ha

の
緑
地
が
減
少
し
ま
し
た
。
４０
年
間
で
実
に
一

都
三
県
の
う
ち
東
京
都
一
個
分
の
面
積
に
相
当

す
る
緑
地
が
減
少
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

全
体
的
に
農
地
や
林
地
が
減
少
す
る
中
で
、

都
市
公
園
の
面
積
は
ど
う
推
移
し
た
の
か
と
い

い
ま
す
と
、
平
成
８
年
に
都
市
公
園
建
設
事
業

費
が
１
兆
２
’
０
０
０
億
円
超
と
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
よ
う
に
、
数
々
の
都
市
公
園
建
設
事
業
の

積
み
重
ね
の
結
果
、
都
市
公
園
面
積
は
年
々
増

加
し
、
現
在
は
約
１２
万
ha
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
状

態
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

こ
の
１２
万
ha
と
い
う
数
字
は
、
日
本
の
国
土

全
体
か
ら
見
る
と
少
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
決
し
て
少
な
く
な

い
数
字
で
、
都
市
公
園
を
一
か
所
に
ま
と
め
る

と
沖
縄
本
島
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
と
な

り
、
国
民
一
人
当
た
り
６
畳
（
１０
㎡
）
の
公
園

を
所
有
し
て
い
る
状
態
な
の
で
す
。
こ
の
１２
万

ha
の
公
園
と
い
う
社
会
資
本
を
も
っ
と
有
効
活

用
し
、
間
違
っ
て
も
不
良
資
産
な
ど
と
思
わ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
海
外
の
主
要
都
市
と
比
較
す
る
と

ま
だ
ま
だ
圧
倒
的
に
少
な
い
状
態
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
東
京
２３
区
と
ウ
ィ
ー
ン
を
比
較

し
た
場
合
、
東
京
２３
区
の
公
園
面
積
は
ウ
ィ
ー

ン
の
約
１
／
３
程
度
で
、
日
本
の
都
市
は
緑
が

不
足
し
て
い
る
状
態
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
が
抱

え
る
問
題
点
と
は

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
都
市
の
緑
の
政
策
を

考
え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
時
代
が
抱

え
る
問
題
点
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
問
題
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
４
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
今
後
、
１５
〜

６４
歳
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
生
産
人
口
は
減
少
し
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し
続
け
、

や
が
て
２
０
３
０
年
に
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

の
割
合
が
総
人
口
の
３０
％
程
度
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
当
然
税
収
が
減
少
し
ま
す
。

現
段
階
に
お
い
て
既
に
、
地
方
の
歳
出
に
占
め

る
土
木
費
の
割
合
は
一
貫
し
て
減
少
傾
向
で
す

し
、
国
に
お
い
て
も
国
債
費
、
社
会
保
障
関
係

費
、
地
方
へ
の
交
付
金
な
ど
の
歳
出
が
全
体
の

７
割
を
占
め
、
国
自
体
の
裁
量
的
な
歳
出
は
残

り
の
３
割
程
度
で
す
。

公
共
か
ら
民
間
の
緑
へ

平
成
２２
年
の
大
都
市
圏
に
関
す
る
世
論
調
査

で
は
、
国
民
の
約
９
割
が
「
緑
地
を
保
全
す
べ

き
」
と
考
え
、
「
民
有
緑
地
に
つ
い
て
は
土
地

の
所
有
者
の
同
意
を
得
な
が
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政

な
ど
が
関
わ
っ
て
管
理
し
て
い
く
べ
き
」、
と

い
う
意
見
が
大
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
世
論
を
支
え
る
た
め
、
公
共
投
資
主
導
型

の
公
園
緑
地
政
策
か
ら
、
民
有
地
も
含
め
て
緑

の
保
全
、
都
市
緑
化
を
推
進
し
よ
う
、
と
い
う

方
向
に
舵
を
切
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

公
共
、
民
間
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
多
様

な
主
体
で
、
壁
面
な
ど
も
含
め
た
公
有
地
・
民

有
地
な
ど
の
多
様
な
空
間
を
、
多
様
な
手
法
、

例
え
ば
土
地
に
関
わ
る
税
制
、
規
制
、
認
証
制

度
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
総
動
員
し
な
が

ら
、
総
合
的
に
都
市
の
緑
を
守
っ
た
り
、
創
っ

た
り
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
政

策
を
組
み
立
て
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

緑
の
保
全
や
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
に
全
国

約
６
７
０
市
区
町
村
で
緑
の
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
基
本
計
画
に
基

づ
い
て
推
進
さ
れ
る
様
々
な
緑
に
関
わ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
民
有
地
の
緑
地
保

全
、
緑
化
に
関
す
る
制
度
の
い
く
つ
か
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

特
別
緑
地
保
全
地
区
制
度
は
、全
国
で
約
２
、

５
０
０
ha
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
の
良

好
な
自
然
的
環
境
を
形
成
し
て
い
る
緑
地
を
現

状
凍
結
的
に
保
全
す
る
も
の
で
、
土
地
所
有
者

へ
の
恩
典
と
し
て
相
続
税
の
８
割
評
価
減
な
ど

の
支
援
措
置
が
と
ら
れ
、
引
き
換
え
に
都
市
計

画
に
お
い
て
自
分
の
土
地
は
ず
っ
と
、
緑
地
と

し
て
保
全
さ
れ
ま
す
。
東
京
の

練
馬
、
足
立
区
な
ど
で
は
屋
敷

林
が
こ
の
制
度
で
保
全
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
緩
や
か
な
制
度
で

あ
る
市
民
緑
地
制
度
で
は
、
自

身
の
敷
地
（
緑
地
）
内
に
地
域

住
民
が
入
っ
て
き
て
も
い
い

よ
、
と
い
う
緑
地
の
公
開
に
関

す
る
契
約
を
地
方
公
共
団
体
と

結
ぶ
と
、
相
続
税
が
２
割
評
価

減
に
な
る
な
ど
の
恩
典
が
あ
り

ま
す
。

平
成
１６
年
の
法
改
正
で
で
き

た
緑
化
地
域
制
度
は
緑
を
作
り

出
す
制
度
で
す
。
現
在
、
名
古

屋
市
、
横
浜
市
、
世
田
谷
区
、

豊
田
市
の
４
地
区
の
み
で
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
進
的
な
市
区
町
村
で
も

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
一
定
規

模
以
上
の
建
物
の
新
築
時
に
敷
地
面
積
の
２５
％

以
上
を
緑
化
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
区
指
定
は
、
緑
の

需
要
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
建
築
基
準
法
の
中
に
１
９
７
６
年
に

創
設
さ
れ
た
総
合
設
計
制
度
は
、
公
開
空
地
を

作
る
と
容
積
率
、
高
さ
制
限
な
ど
が
緩
和
さ
れ

る
と
い
う
ボ
ー
ナ
ス
が
も
ら
え
る
制
度
で
す
。

東
京
都
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
昭
和
５１
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
２
３
０
ha
の
公
開
空
地
、
平

成
１２
年
か
ら
２４
年
の
間
に
２
０
０
ha
の
屋
上
緑

化
と
、
二
つ
だ
け
で
も
東
京
都
内
に
４
０
０
ha

を
超
す
緑
が
民
間
の
方
々
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
事
に
な
り
ま
す
。
平
成
１２
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
だ
け
を
取
り
出
し
て
も
３
０
０
ha
を

超
え
、
こ
の
間
に
２３
区
内
で
生
み
出
さ
れ
た
都

市
公
園
が
３
４
６
ha
程
度
で
す
か
ら
、
公
共
と

ほ
ぼ
同
じ
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
ス
ピ
ー
ド
で
民
間
事

業
者
の
手
に
よ
っ
て
緑
地
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
緑
に
対
す
る
助
成
制
度
等
を
も
っ
て

い
る
自
治
体
は
５
０
０
自
治
体
、
緑
に
関
す
る

独
自
の
条
例
や
緑
の
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

る
自
治
体
は
８
０
０
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
、
熱
心
な
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み

な
ど
と
相
ま
っ
て
、
民
間
で
も
ど
ん
ど
ん
緑
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
現
状
と
な
っ
て
い

ま
す
。街

路
樹
を
考
え
る

最
近
、
街
路
樹
に
大
き
な
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
緑
に
占
め
る
街
路
樹
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
相
当
大
き
く
、
緑
豊
か
な
良
好
な

都
市
景
観
に
果
た
す
役
割
も
大
き
く
、
今
後
の

た
め
に
も
街
路
樹
問
題
に
き
ち
ん
と
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
き
ほ
ど
都
市
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る

緑
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
お
話
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
お
い
て
街
路
樹
は
減

っ
て
い
る
の
で
す
。
道
路
延
長
は
増
加
す
る
の

に
街
路
樹
が
増
え
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
街
路
樹
を
適
正
に
管
理
す
る
と
い

う
こ
と
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
す
。

ま
ず
苦
情
の
多
さ
で
す
。
東
京
都
に
お
け
る

街
路
樹
に
関
す
る
苦
情
件
数
は
年
間
３
、０
０

０
件
を
超
え
ま
す
。
一
日
当
た
り
に
す
る
と
８

件
以
上
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現

状
で
す
。

そ
し
て
、
予
算
不
足
・
人
手
不
足
で
適
切
な

管
理
ま
で
至
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
お
り
、
台
風
で
ケ
ヤ
キ
が
倒
れ
タ
ク
シ
ー

を
直
撃
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
事
故
に
つ
な
が

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
大
事
故
に

な
る
前
に
、
予
防
的
な
伐
採
、
強
剪
定
が
行
わ

れ
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

街
路
樹
は
、
道
路
法
、
道
路
構
造
令
、
道
路

緑
化
技
術
基
準
と
い
う
３
つ
の
法
令
、
基
準
類

で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
上
記
の

よ
う
な
街
路
樹
の
問
題
を
踏
ま
え
、
道
路
局
で

道
路
緑
化
技
術
基
準
の
改
訂
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
先
日
、
視
況
に
影
響
す
る
た
め
街
路
樹

の
低
木
が
な
く
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
新
聞
報

道
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
必
ず
し
も
一
律
に

そ
う
い
う
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
街
路

樹
の
あ
り
か
た
を
考
え
て
い
く
と
い
う
方
向
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

植
物
を
慈
し
む
精
神
文

化
を

強
剪
定
が
行
わ
れ
た
並
木
な
ど
を
見
る
に
つ

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
「
こ
れ
で
は
い
や
だ
」

と
感
じ
な
い
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
緑
に
関

す
る
普
及
啓
発
が
も
っ
と
行
き
届
い
て
い
れ

ば
、
「
も
っ
と
良
好
な
緑
が
欲
し
い
」
と
い
う

意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
、
街
路
樹
に
関
わ
る

予
算
も
充
当
さ
れ
、
鉛
筆
や
ろ
う
そ
く
の
よ
う

に
剪
定
さ
れ
る
街
路
樹
の
風
景
に
は
至
ら
な
い

は
ず
で
す
。

公
共
的
な
投
資
な
り
税
収
が
減
る
方
向
の
制

度
を
行
う
際
は
、
何
ら
か
の
価

値
観
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
最
終
的
に
は
コ
ス
ト
と
の

バ
ラ
ン
ス
で
費
用
対
効
果
が
認

め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
見
方

が
な
さ
れ
、
政
策
の
実
行
は
判

断
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
価
値

観
を
構
成
す
る
要
素
の
う
ち

「
安
全
・
安
心
」
や
「
経
済
」

と
い
う
要
素
に
「
環
境
」
と
い

う
価
値
観
が
あ
ら
が
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
で
き
な
い
わ
け
で

す
が
、
「
環
境
」
と
い
う
価
値

観
が
ど
れ
だ
け
重
要
視
さ
れ
る

か
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
た
社

会
環
境
を
作
り
出
せ
る
か
と
い

う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

都
市
の
緑
が
ど
う
し
て
必
要

創立４５周年
記念講演

ま
ち
だ
・
ま
こ
と

５５
歳
。
東
京
都
出
身
。
千
葉
大
学
園
芸
学
部
環
境
緑
地
学
科
卒
業
。
１
９
８
２
年
建

設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
入
省
。
本
省
の
ほ
か
、
２
０
０
３
年
㈶
２
０
０
５
年
日
本

国
際
博
覧
会
協
会
会
場
整
備
本
部
会
場
整
備
グ
ル
ー
プ
長
、
２
０
０
８
年
さ
い
た
ま

市
技
監
、
２
０
１
２
年
東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。
公
職
と

し
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本
造
園
学
会
関
東
支
部
副
支
部
長
。
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タマリュウ・シマトネリコ生産販売

タマリュウ定期便で
いつでも・どこへでもお届けします。

〒893-0013
鹿児島県鹿屋市札元２丁目3727-2
ＴＥＬ : 0994-44-6993
ＦＡＸ : 0994-44-6996
URL  http : //www.tamaryu.jp/
E-mail : net-shop@tamaryu.jp

●ご注文はホームページ、
　電話・FAX・メールでも承ります。

シマトネリコ 30,000株
タマリュウ 60,000マット シャリンバイ（15vp）

30,000ポット直営農場で生産中

3.11 震災復興に向けて

●落葉低木
1.5m程度　樹形は半球形（中国で自生）
●特徴・特性
葉は長さ４～８㎝の狭卵形または長楕円形。先は尖り、基部はくさび形。縁には細か
い鋸歯がある。表は濃緑色で光沢があり、裏は淡白緑色で、両面とも無毛または裏
の葉脈上にわずかに毛がある。早春から赤い花をつけるのが魅力で、他にピンク、
白、絞り、クリーム色等品種が多い。実は香りがよく、果実酒が楽しめる。

●主な品種
‘東洋錦’（咲き分け）、‘長寿楽’（橙色）、‘黒潮’（黒赤色）、‘大八州’（白色）、‘富士の嶺’
（ピンク色）、‘黄華’（黄白色）
類似種／クサボケ
◆見分け方
クサボケは葉が丸い。樹形
は株状で、樹高も低い。
●利用法
庭園樹、公園樹、生垣、
盆栽、果実酒。
◆その他
平安時代に渡来したと言わ
れ、江戸時代に多くの品種
が作られた。

こたえ

『鑑定図鑑　日本の樹木―枝・葉で見分ける540種』
（三上常夫・川原田邦彦・吉澤信行著、日本植木協会編集協力、柏書房、2009）より抜粋

⑩ ボケ［木瓜］
バラ科ボケ属

Chaenomeles speciosa

枝・葉クイズ

な
の
か
を
主
張
す
る
拠
り
所
と
し
て
、
私
た
ち

は
よ
く
三
本
の
柱
で
説
明
し
ま
す
。
一
つ
目
は

「
地
球
温
暖
化
対
策
」
で
す
。
実
際
、
都
市
の

緑
は
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
第
一
約

束
期
間
に
お
い
て
、
１
９
９
０
年
比
で
１
０
０

万
ト
ン
の
新
た
な
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
、
国
際
貢

献
を
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
「
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
対
策
」
で
す
。
地
球
温
暖
化
よ
り
も
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
都
市
が
２０
年
単
位
で
３
〜
４
℃

上
昇
し
て
い
る
と
い
う
問
題
で
す
。
年
間
１
’

０
０
０
人
を
超
え
る
方
が
熱
中
症
で
亡
く
な
っ

て
い
る
デ
ー
タ
も
あ
り
大
変
深
刻
な
問
題
で

す
。
三
つ
目
は
「
生
物
多
様
性
」。
名
古
屋
で

開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
以
降
、
都
市
に
お
け
る

生
物
多
様
性
保
全
の
取
り
組
み
も
大
き
く
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
都
市
の
緑

が
大
変
貢
献
し
て
い
る
と
訴
え
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

環
境
（
緑
化
）
と
い
う
分
野
を
伸
ば
す
た
め

に
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
緑
の
効
果
を
、
定
量

的
な
数
字
や
あ
る
い
は
定
性
的
な
事
象
で
表
現

し
、
価
値
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
方
で
、
本
当
に
緑
豊
か

な
都
市
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
植

物
の
機
能
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
る
と
い
う
観
点

に
加
え
て
、
す
べ
て
の
生
き
物
の
生
命
を
支
え

て
い
る
植
物
を
も
っ
と
慈
し
む
精
神
文
化
を
、

広
く
深
く
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
東
京
だ
け
の

問
題
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
さ

れ
る
都
市
環
境
、
日
本
の
首
都
で

あ
る
東
京
の
緑
が
全
国
の
都
市
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を

機
に
、
都
市
の
緑
を
見
直
し
、
増

や
し
、
そ
し
て
緑
と
と
も
に
あ
る

文
化
的
な
生
活
が
行
わ
れ
る
よ
う

な
都
市
づ
く
り
に
向
か
う
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
趣
旨
で
、
昨
年
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
２
０
２
０

推
進
会
議
が
設
置
さ
れ
、
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
浅
草
寺
雷
門
か
ら

国
立
競
技
場
を
結
ぶ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
す
。

２
０
２
０
年
の
大
会
時
、
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
が
全
世
界
に
向
け
て
２
時
間
に
渡
っ
て
映
像

で
さ
ら
さ
れ
、
ま
た
海
外
か
ら
来
た
方
々
で
埋

め
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
ル
ー
ト
は
日

本
を
代
表
す
る
道
路
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い

緑
を
有
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
よ
う

な
思
い
か
ら
、
ま
ず
２
０
２
０
年

ま
で
に
緑
を
少
し
で
も
増
や
し
て

い
く
試
み
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
緑
を
慈
し

む
心
や
精
神
文
化
、
緑
と
と
も
に

あ
る
暮
ら
し
が
２
０
２
０
年
の
ず

っ
と
先
に
成
立
し
続
け
る
よ
う
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
よ
り
も
緑
を
増
や
し
て
そ
の

先
も
都
市
の
緑
を
厚
く
し
て
行
っ

て
、
将
来
、
東
京
が
、
そ
し
て
日

本
全
国
の
都
市
で
緑
が
増
え
る
、

「
緑
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
が
定

着
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
動

に
ご
協
力
頂
き
た
い
、
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

講
演
後
、
会
員
か
ら
は
主
に

街
路
樹
に
関
す
る
質
問
が
寄
せ

ら
れ
た
。

（
質
問
）
現
在
、
生
産
者
か
ら

見
る
と
、
街
路
樹
は
可
哀
そ
う

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
可

哀
そ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
、
法
律
を
改
正
し
て
道

路
幅
や
植
え
桝
の
大
き
さ
を
変

え
る
方
向
に
出
来
な
い
物
で
し

ょ
う
か
？
ま
た
、
環
境
寿
命
の

観
点
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

か
？

（
回
答
）
前
述
し
ま
し
た
よ
う

に
街
路
樹
は
３
つ
の
法
令
、
基

準
類
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
街
路

樹
の
姿
が
、
一
律
に
絶
対
的
に

決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
の

道
路
や
場
所
に
よ
っ
て
独
自
に

管
理
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

今
回
の
道
路
緑
化
基
準
の
改
訂

内
容
も
地
域
性
な
ど
が
重
視
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

街
路
樹
が
「
可
哀
そ
う
」
と

言
わ
れ
る
現

状
は
、
予
算

と
そ
れ
に
携

わ
る
技
術
者

の
不
足
が
大

き
な
要
因
で

す
。
ご
質
問

の
よ
う
に
、

そ
れ
が
お
か

し
い
、
可
哀

そ
う
、
と
声

高
に
訴
え
る

人
が
多
い
こ

と
が
そ
れ
に

対
抗
す
る
力

に
な
る
と
思

い
ま
す
し
、

そ
の
よ
う
に

思
う
人
が
ど
れ
だ
け
増
え
る
か

が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
の
で
、
普
及
啓
発
、
意

識
啓
発
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
そ
れ
に
気
づ
い

て
も
ら
う
、
緑
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
映
像
で
映
し
出
さ
れ
る

東
京
の
美
し
い
街
並
み
に
よ
っ

て
、
立
派
な
街
路
樹
が
あ
る
ほ

う
が
い
い
ん
だ
！
と
多
く
の
方

に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
質
問
（
依
頼
））

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で

は
、
ミ
ス
ト
発
生
装
置
に
よ
り

沿
道
の
暑
さ
を
緩
和
す
る
試
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
道
路

が
樹
木
の
樹
幹
で
覆
わ
れ
、
そ

の
木
漏
れ
日
の
中
を
選
手
が
走

る
よ
う
な
シ
ー
ン
を
ぜ
ひ
実
現

し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
質
問
）
街
路
樹
も
消
費
期
限

（
例
え
ば
３０
年
と
か
）
を
設
け

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
そ
う
す
れ
ば
倒
木
の

心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
財
源
が
足
り
な
い
、
と
い

う
お
話
で
し
た
が
、
道
路
を
使

用
す
る
分
野
か
ら
の
例
え
ば
ガ

ソ
リ
ン
税
な
ど
の
財
源
を
街
路

樹
な
ど
に
使
用
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

（
回
答
）
公
園
を
例
に
し
ま
す

と
、
公
園
は
「
成
長
す
る
社
会

資
本
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

経
年
と
と
も
に
価
値
が
上
が
り

ま
す
の
で
、
樹
木
は
切
っ
て
は

い
け
な
い
も
の
、
と
い
う
概
念

が
根
強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
う
は
言
い
ま
し
て
も
街
路
樹

に
限
ら
ず
、
一
部
の
都
市
公
園

で
は
樹
木
が
大
木
と
な
り
鬱
蒼

と
密
集
化
し
て
い
る
状
況
も
あ

り
、
す
で
に
思
い
切
っ
た
再
生

整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
。
街
路
樹
に
お
い
て

も
、
植
え
替
え
る
と
い
う
発
想

が
今
ま
で
な
か
っ
た
わ
け
で

す
。
植
え
替
え
は
、
数
十
年
前

に
植
栽
し
、
今
初
め
て
直
面
し

て
い
る
問
題
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

街
路
樹
管
理
の
財
源
に
つ
い

て
で
す
が
、
街
路
樹
の
管
理

は
、
全
国
的
に
公
園
担
当
部
局

で
は
な
く
、
道
路
担
当
部
局
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
道
路
特
定
財
源
は
、
す

で
に
一
般
財
源
化
さ
れ
、
ご
質

問
の
趣
旨
に
お
答
え
す
る
の
は

難
し
い
の
で
す
が
、
最
近
は
、

緑
に
着
目
し
た
特
定
の
財
源
を

持
つ
先
進
的
な
自
治
体
が
い
く

つ
か
出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

緑
や
環
境
の
目
的
税
が
増
え
て

い
く
こ
と
を
期
待
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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環
境
省
で
は
、
「
か
お
り
の

樹
木
・
草
花
」
を
用
い
て
、
良

好
な
か
お
り
環
境
を
創
出
し
よ

う
と
す
る
地
域
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
平

成
１８
年
度
よ
り
「
み
ど
り
香
る

ま
ち
づ
く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
い
る
。
環
境
省

が
主
催
し
、（
公
社
）に
お
い
・

か
お
り
環
境
協
会
、
（
公
社
）

日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
、
及
び

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会
が
共

催
。１２

月
５
日
（
金
）
環
境
省
会

議
室
に
お
い
て
環
境
部
会
委
員

が
出
席
し
、
平
成
２６
年
度
感
覚

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

「
第
２
回
か
お
り
環
境
部
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
環
境
部
会
委

員
は
、
（
公
社
）
に
お
い
・
か

お
り
環
境
協
会
会
長
・
岩
崎
好

陽
氏
、
本
協
会
副
会
長
・
植
島

淸
春
氏
、
（
公
社
）
日
本
ア
ロ

マ
環
境
協
会
理
事
長
・
宇
田
川

僚
一
氏
、
東
京
農
業
大
学
名
誉

教
授
・
近
藤
三
雄
氏
、
追
手
門

学
院
大
学
地
域
文
化
創
造
機
構

特
別
教
授
・
佐
藤
友
美
子
氏
、

㈱
松
栄
堂
社
長
・
畑
正
高
氏
、

久
留
米
大
学
経
済
社
会
研
究

所
・
藤
田
八
暉
氏
の
７
名
（
５０

音
順
）
で
構
成
さ
れ
る
。
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
は
、（
公
社
）

日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
、
（
公

社
）
に
お
い
・
か
お
り
環
境
協

会
、
（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

が
参
加
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
企
画
２５
点

の
う
ち
、
事
前
の
書
類
審
査
に

お
け
る
上
位
１１
点
の
概
要
を
紹

介
後
、
各
委
員
が
企
画
の
再
評

価
を
行
い
審
査
し
た
結
果
、
環

境
大
臣
賞
１
点
、
（
公
社
）
日

本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
賞
１
点
、

（
公
社
）
に
お
い
・
か
お
り
環

境
協
会
賞
１
点
、
（
一
社
）
日

本
植
木
協
会
賞
１
点
、
入
賞
３

点
の
合
計
７
点
の
受
賞
団
体
を

決
定
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
な
っ
た
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
応
募
８
１
６
点
よ
り
事

前
に
３０
点
が
選
出
さ
れ
、
部
会

内
で
再
評
価
し
た
結
果
一
点
が

選
出
さ
れ
た
。

受
賞
団
体
に
は
、
副
賞
と
し

て
香
る
樹
木
・
草
花
が
贈
呈
さ

れ
る
。
植
木
協
会
賞
は
植
木
協

会
よ
り
納
入
贈
呈
し
、
そ
れ
以

外
の
６
団
体
に
は
ア
ロ
マ
環
境

協
会
出
資
の
も
と
、
植
木
協

会
・
新
樹
種
部
会
が
手
配
し
、

２７
年
度
中
に
納
入
贈
呈
す
る
。

◇

日
本
植
木
協
会
賞
は
、
秋
田

県
横
手
市
の
㈱
秋
田
ふ
る
さ
と

村
、
む
つ
み
造
園
土
木
㈱
の
秋

田
ふ
る
さ
と
村
「
香
り
の
小

道
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
受
賞
。

年
間
６０
万
人
が
訪
れ
る
県
立
の

文
化
複
合
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
内

に
、
季
節
の
移
ろ
い
と
香
り
を

た
の
し
み
な
が
ら
散
策
で
き
る

『
香
り
の
小
道
』
を
整
備
す
る

企
画
。
秋
田
県
支
部
の
北
日
本

菅
与
㈱
が
担
当
と
な
り
、
ウ

メ
、
コ
ブ
シ
、
カ
リ
ン
な
ど
３５

本
を
贈
呈
す
る
。◇

そ
の
他
の
受
賞
企
画

環
境
大
臣
賞

「
く
に
た
ち
路
地
庭
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

地
域
を
結
ぶ
香
り
の
路

地
庭
み
ち
」（
東
京
都
国
立
市
）

企
画
者：

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会

【
使
用
す
る
主
な
か
お
り
の
樹

木
】
ヒ
メ
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
キ

ン
カ
ン
等
（
佐
野
園
よ
り
納

品
）

に
お
い
・
か
お
り
環
境
協
会
賞

「
香
り
も
楽
し
め
る
現
代
の
日

本
庭
園
〜
住
宅
街
・
日
本
庭

園
・
多
摩
川
を
つ
な
ぐ
香
り
の

道
〜
」（
東
京
都
世
田
谷
区
）

企
画
者：

セ
ン
ト
ス
ケ
ー
プ
・

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
＋
高
崎
設

計
室
（
世
田
谷
区
役
所
み
ど
り

と
み
ず
政
策
担
当
部
公
園
緑
地

課
玉
川
公
園
管
理
事
務
所
、
株

式
会
社
自
然
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
）

【
使
用
す
る
主
な
か
お
り
の
樹

木
】
フ
ジ
、イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ

ソ
ウ（
㈱
小
金
井
園
よ
り
納
品
）

日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
賞

「
季
節
の
香
り
と
彩
り
を
、
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
に
」

（
愛
知
県
新
城
市
）

企
画
者：

花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

【
使
用
す
る
主
な
か
お
り
の
樹

木
】
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
ラ
ベ
ン
ダ

ー
等
（
㈱
レ
コ
ム
グ
リ
ー
ン
よ

り
納
品
）

〈
入
賞
（
３
点
）〉

【
１
】「
か
お
り
の
発
信
地
か

ら

〜
ハ
ー
ブ
の
香
り
に
包
ま

れ
た
生
活
を
〜
」（
神
奈
川
県

藤
沢
市
）

企
画
者：

公
益
財
団
法
人
藤
沢

市
ま
ち
づ
く
り
協
会

使
用
樹
木：

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・

ク
リ
ー
ピ
ン
グ
、
ク
チ
ナ
シ
等

（
尾
上
園
よ
り
納
品
）

【
２
】「
ブ
ル
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

の
ぞ
み
野

F
ragrance-

tree
P
roject

〜
み
ど
り

香
る
街
づ
く
り
〜
」

（
兵
庫

県
姫
路
市
）

企
画
者：

の
ぞ
み
野
団
地
管
理

組
合
法
人
（
株
式
会
社
ス
ピ
ナ

緑
化
環
境
部
）

使
用
樹
木：

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、

カ
ラ
タ
ネ
オ
ガ
タ
マ
等
（
㈱
撰

樹
園
よ
り
納
品
）

【
３
】「
香
る
華
街
道
と
薫
風

の
丘
」（
静
岡
県
熱
海
市
）

企
画
者：

特
定
非
営
利
活
動
法

人
グ
ラ
ン
ベ
ル
テ
（
東
京
農
業

大
学
造
園
科
学
科
ガ
ー
デ
ン
デ

ザ
イ
ン
研
究
室
）

使
用
樹
木：

ヒ
イ
ラ
ギ
ナ
ン
テ

ン
、オ
オ
ヤ
エ
ク
チ
ナ
シ
等（
㈲

小
田
原
植
木
よ
り
納
品
）

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

優
秀
賞

作
品：

「
香
り
で
立
ち
止
ま
り

香
り
で
振
り
返
る

そ
ん
な
街

が
好
き
」

応
募
者：

倉
田

明
男
さ
ん

（
一
社
）
日
本
植
木
協
会
コ

ン
テ
ナ
部
会
、
平
成
２７
年
度
通

常
総
会
及
び
記
念
講
演
は
平
成

２７
年
１
月
２４
日
（
土
）、
９
時

１０
分
か
ら
１２
時
３０
分
に
渡
り
、

新
橋
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
８

Ｆ
で
開
催
さ
れ
た
。
吉
澤
部
会

長
、
水
城
会
長
、
正
木
担
当
理

事
を
は
じ
め
協
力
会
６
名
の
総

勢
５２
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

松
村
幹
了
副
部
会
長
司
会
進

行
の
も
と
進
め
ら
れ
、
吉
澤
部

会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
水
城
協

会
長
に
続
き
正
木
担
当
理
事
の

挨
拶
の
後
、
総
会
が
進
行
し

た
。議

長
選
出
で
は
司
会
よ
り
議

事
進
行
に
あ
た
り
議
長
の
選
出

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
会
場
よ
り

司
会
一
任
の
声
が
上
が
り
、
司

会
者
は
愛
知
県
の
㈱
レ
コ
ム
グ

リ
ー
ン
・
村
田
利
博
氏
を
指
名

し
て
、
参
加
者
の
承
認
を
得
て

総
会
が
進
行
し
た
。

議
長
は
議
事
録
署
名
人
を
埼

玉
県
の
安
行
緑
栄
・
鈴
木
徳
昌

氏
と
岐
阜
県
の
バ
ー
ド
グ
リ
ー

ン
・
森
田
善
朗
氏
を
指
名
し
て

議
題
に
入
っ
た
。

議
長
は
第
一
号
議
案
と
第
二

号
議
案
の
関
連
性
が
高
い
為
、

一
括
審
議
と
裁
決
を
提
案
し
、

参
加
者
よ
り
承
認
を
得
て
進
行

し
た
。

第
一
号
議
案

平
成
２６
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

①
会
員
動
向
報
告
は
正
会
員
３

社
園
退
会
し
１
社
園
入
会
の
１

２
３
社
園
と
協
力
会
員
６
社
の

１
２
９
会
員
の
報
告
が
あ
っ

た
。

②
各
委
員
会
活
動
報
告
に
つ
い

て
各
委
員
会
報
告
は
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
各
委
員
長
が
活
動
報

告
を
行
っ
た
。

１
）
総
務
会
報
告
（
中
村
委
員

長
）

（
一
社
）
緑
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
機
構
（
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
参
加
と

部
会
Ｐ
Ｒ
、
Ｇ
Ｔ
Ｓ
で
つ
な
が

っ
た
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
の
屋

上
緑
化
管
理
シ
ス
テ
ム
の
応
用

で
圃
場
管
理
シ
ス
テ
ム
の
推
進

報
告
と
ミ
ス
ト
緑
化
の
植
物
供

給
ル
ー
ト
づ
く
り
と
植
物
供
給

販
売
を
確
立
し
た
報
告
が
あ
っ

た
。

２
）
広
報
・
研
修
委
員
会
報
告

（
梶
村
委
員
長
）

部
会
Ｐ
Ｒ
と
し
て
緑
化
通
信

執
筆
協
力
を
行
う
報
告
と
国
内

研
修
会
開
催
報
告
、
そ
し
て
ミ

ウ
ラ
折
り
に
よ
る
病
害
虫
防
除

ぱ
っ
と
見
ガ
イ
ド
制
作
及
び
販

売
協
力
の
報
告
が
あ
っ
た
。

３
）
流
通
委
員
会
報
告
（
山
本

委
員
長
）

供
給
可
能
量
調
査
協
力
と
生

産
数
量
調
査
を
実
施
し
Ｃ
Ｄ
を

制
作
し
て
部
会
員
に
配
布
し
、

両
調
査
会
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
報
告

が
あ
っ
た
。

４
）
資
材
委
員
会
報
告
（
恒
石

委
員
長
）

協
力
会
と
の
情
報
交
換
会
、

展
示
会
が
総
会
、
研
修
会
そ
し

て
秋
の
懇
談
会
が
諸
事
情
で
開

催
で
き
な
か
っ
た
事
と
資
材
セ

ー
ル
が
消
費
税
の
関
係
で
開
始

が
遅
れ
た
事
、
そ
し
て
㈱
ア
ー

ス
コ
ン
シ
ャ
ス
と
の
協
働
開
発

事
業
の
圃
場
遠
隔
灌
水
管
理
シ

ス
テ
ム
の
報
告
が
あ
っ
た
。

５
）植
生
調
査
委
員
会
報
告（
葛

西
副
委
員
長
）

上
条
委
員
長
病
気
欠
席
の

為
、
葛
西
副
委
員
長
よ
り
協
会

事
業
で
開
催
さ
れ
た
植
生
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
試
験
実
施
と
２７
年
開

催
予
定
報
告
が
あ
っ
た
。

６
）
耐
乾
燥
性
試
験
実
施
委
員

会
報
告
（
黒
田
委
員
長
）

平
成
２６
年
度
国
土
交
通
省
先

導
的
都
市
環
境
形
成
促
進
補
助

事
業
の
３
地
域
・
１
０
５
種
・

約
４０
日
間
の
試
験
実
施
経
過
報

告
と
画
像
説
明
報
告
が
行
わ
れ

た
。

第
二
号
議
案

平
成
２６
年
度
決

算
報
告
と
監
査
報
告
に
つ
い
て

平
成
２６
年
度
決
算
報
告
で
事

務
局
よ
り
記
載
ミ
ス
報
告
後
、

各
項
目
ご
と
の
収
入
・
支
出
の

報
告
に
続
き
畠
山
監
査
人
よ
り

監
査
報
告
が
あ
り
諸
証
憑
類
、

諸
帳
簿
並
び
関
係
書
類
が
正
当

で
あ
る
事
を
認
め
た
報
告
が
あ

っ
た
。

第
一
号
議
案
・
第
二
号
議
案

を
議
長
は
一
括
審
議
し
、
賛
成

多
数
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

平
成
２７
年
度
事

業
計
画
案
に
つ
い
て

各
委
員
会
事
業
計
画
案
を
事

務
局
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
１
）
総
務
会

外
部
団
体
と
の
調
査
・
研

究
、
連
携
を
密
に
し
、
継
続
的

発
展
を
目
指
し
、
必
要
に
応
じ

て
委
員
会
を
設
置
検
討
す
る

事
、
Ｇ
Ｔ
Ｓ
を
通
じ
て
コ
ン
テ

ナ
栽
培
品
の
普
及
・
啓
発
を
は

か
る
事
や
各
種
補
助
金
等
の
調

査
研
究
を
行
う
計
画
案
が
報
告

さ
れ
た
。

（
２
）
広
報
・
研
修
委
員
会

国
内
研
修
会
を
６
月
１０
日
〜

１２
日
四
国
開
催
計
画
と
「
病
害

虫
防
除
ぱ
っ
と
見
ガ
イ
ド
」
販

売
開
始
報
告
と
購
入
協
力
要
請

及
び
長
尺
植
物
普
及
計
画
案
が

報
告
さ
れ
た
。

（
３
）
流
通
委
員
会

供
給
可
能
量
調
査
協
力
と
生

産
数
量
調
査
Ｃ
Ｄ
制
作
案
と
両

調
査
会
懇
談
会
開
催
予
定
及
び

未
掲
載
樹
木
調
査
協
力
案
が
報

告
さ
れ
た
。

（
４
）
資
材
委
員
会

協
力
会
協
力
に
よ
る
春
の
セ

ー
ル
開
催
計
画
と
総
会
・
研
修

会
等
で
の
資
材
展
示
会
開
催
計

画
及
び
遠
隔
灌
水
シ
ス
テ
ム
開

発
計
画
が
報
告
さ
れ
た
。

（
５
）
耐
乾
燥
性
試
験
実
施
委

員
会

２６
年
に
引
き
続
き
国
土
交
通

省
都
市
形
成
促
進
事
業
補
助
事

業
と
し
て
千
葉
県
、
愛
知
県
、

高
知
県
で
４５
種
類
の
草
木
類
の

試
験
調
査
に
取
り
組
む
計
画
が

報
告
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案

平
成
２７
年
度
予

算
案
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
予
算
案
が
収
入

金
と
支
出
金
が
各
項
目
ご
と
に

報
告
さ
れ
、
議
長
は
第
３
号
議

案
と
第
４
号
議
案
を
一
括
審
議

し
、
賛
成
多
数
の
拍
手
で
了
承

さ
れ
た
。

そ
の
他
の
議
題
確
認
を
議
長

が
行
い
、
会
場
よ
り
議
題
が
無

い
た
め
議
長
は
議
事
を
終
了

し
、
退
席
し
た
。

そ
の
他
報
告
事
項
と
し
て
新

入
会
紹
介
で
は
平
成
２６
年
度
部

会
入
会
の
㈱
高
橋
魁
春
園

高

橋
誠
氏
が
挨
拶
を
行
い
、
新
入

会
者
を
拍
手
で
歓
迎
し
た
。

各
賞
受
賞
者
報
告
で
は
コ
ン

テ
ナ
部
会
員
で
（
一
社
）
日
本

植
木
協
会
各
賞
受
賞
者
の
報
告

が
あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
が
あ
り
、
表
彰

者
に
拍
手
で
お
祝
い
を
行
い
和

や
か
な
ム
ー
ド
に
会
場
は
包
ま

れ
、
審
議
、
報
告
事
項
を
全
て

終
了
し
コ
ン
テ
ナ
部
会
通
常
総

会
は
定
刻
に
閉
会
を
し
た
。

総
会
記
念
講
演
を
開
催

コ
ン
テ
ナ
部
会
総
会
後
、
小

出
兼
久
先
生
よ
り
「
こ
れ
か
ら

の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
植

物
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。

小
出
兼
久
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
、

環
境
科
学
技
術
士
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
ゼ
リ
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
研
究
協
会
代
表
理
事
。

筑
波
科
学
博
覧
会
「
政
府
テ

ー
マ
館
・
未
来
都
市
」
緑
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
文
化
財
団
バ
ッ

ハ
の
森
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
本

社
ビ
ル
、
千
里
住
宅
展
示
場
Ａ

Ｂ
Ｃ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
旭

化
成
ホ
ー
ム
ズ
雨
の
庭
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
雨
の
庭
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
の
多
数
設
計
を
行
う
。

オ
ス
テ
ン
ド
国
際
美
術
展
、

全
米
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
最
高

賞
、
全
米
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
選
ぶ

賞
金
賞
等
そ
の
他
多
数
受
賞
。

今
回
は
小
出
先
生
の
作
品
か

ら
如
何
に
植
物
と
環
境
と
イ
ン

フ
ラ
が
重
要
か
を
実
例
を
交
え

て
問
う
た
講
演
だ
っ
た
。

最
初
に
水
の
つ
な
が
り
の
デ

ザ
イ
ン
で
は
共
生
環
境
を
考
え

た
デ
ザ
イ
ン
、
都
市
の
生
物
多

様
性
を
い
か
に
増
強
さ
せ
る
か

で
は
生
物
多
様
性
促
進
グ
リ
ー

ン
ル
ー
フ
（
日
向
、
日
陰
、
水

辺
に
面
し
た
動
植
物
環
境
を
考

え
た
計
画
）、
雨
水
循
環
活
用

デ
ザ
イ
ン
（
直
接
排
水
し
な

い
）、
汚
染
物
質
浄
化
機
能
と

効
果
、
そ
し
て
実
施
例
を
数
多

く
あ
げ
て
植
木
（
植
物
）
の
重

要
性
を
唱
え
た
講
演
内
容
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
植
物
を
扱
う
造
園
工

事
技
術
者
の
知
識
及
び
技
術
の

低
下
と
植
木
生
産
者
及
び
流
通

業
者
の
植
木
（
植
物
）
低
価
格

評
価
に
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る

発
言
が
会
場
の
参
加
者
を
う
な

ら
せ
た
。
講
演
は
小
出
先
生
の

風
貌
と
高
尚
な
話
術
で
終
止
和

や
か
に
進
行
し
、
質
議
応
答
で

は
、
多
く
の
会
員
か
ら
質
問
が

出
さ
れ
、
環
境
植
物
プ
ラ
ン
ツ

と
し
て
付
加
価
値
提
案
を
考
え

る
機
会
を
得
た
講
習
会
で
あ
っ

た
。最

後
に
吉
澤
部
会
長
の
謝
辞

で
講
習
会
を
定
刻
に
終
了
し

た
。

環
境
省
主
催

第
９
回

コ
ン
テ
ナ
部
会

小出兼久氏講演

平
成
２７
年
度
コ
ン
テ
ナ
部
会
通
常
総
会
を
開
催

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
団
体
決
定

〜
１
月
２４
日
新
橋
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
〜

〜
環
境
省

感
覚
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

「
第
２
回
か
お
り
環
境
部
会
」
開
催
〜

吉澤部会長挨拶

（4）緑 化 通 信2015年（平成27年）2月25日 水曜日（第443号）
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コ
ン
テ
ナ
部
会
は
、
現
在
１

２
３
名
の
部
会
員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
毎
年
数
名
の
退
会
者

が
あ
り
ま
す
が
、
２６
年
度
は
１

名
の
新
規
入
会
社
園
が
あ
り
ま

し
た
。役
員
は
１０
名
、５
つ
の
委

員
会
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
時
に
配
布
し
ま
し
た

「
病
害
虫
防
除
ぱ
っ
と
見
ガ
イ

ド
」
は
、
広
報
・
研
修
委
員
会

で
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
特
殊

な
折
り
方（
ミ
ウ
ラ
折
り
）で
、

手
軽
に
仕
事
に
役
立
つ
情
報
を

１
枚
の
紙
に
纏
め
ま
し
た
。
こ

れ
を
手
始
め
に
協
会
や
部
会
の

持
つ
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
一

般
向
け
に
出
版
し
て
行
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

恒
例
の
国
内
研
修
会
で
昨
年

は
北
海
道
を
訪
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
四
国
で
計
画
を
練
っ
て

お
り
ま
す
。
四
国
に
は
部
会
員

も
少
な
く
ま
た
移
動
距
離
も
あ

る
た
め
、
圃
場
見
学
だ
け
で
な

く
自
然
植
生
の
観
察
に
牧
野
植

物
園
の
黒
岩
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
、
四
国
山
地
の
独
自

の
植
物
な
ど
の
解
説
と
勉
強
会

を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

総
務
会
で
は
、
一
般
社
団
法

人
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
機

構
」
に
参
加
し
て
他
業
種
と
協

働
し
て
都
市
で
の
緑
の
新
し
い

提
案
を
し
て
い
ま
す
。昨
年
は
、

ツ
ル
植
物
を
利
用
し
た
休
憩
ス

ポ
ッ
ト
の
試
作
に
部
会
員
よ
り

植
物
を
出
荷
し
ま
し
た
。
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

遠
隔
灌
水
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に

部
会
員
の
施
設
を
借
り
て
試
験

地
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
出
張
な
ど
で
圃
場
か

ら
離
れ
た
所
に
い
て
も
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
ハ
ウ
ス
内
に
取

り
付
け
た
カ
メ
ラ
で
植
物
の
状

態
を
確
認
し
て
灌
水
装
置
を
作

動
さ
せ
る
優
れ
も
の
で
す
。

国
土
交
通
省
の
補
助
金
を
も

ら
い
試
験
を
し
て
い
る
耐
乾
燥

性
試
験
実
施
委
員
会
で
は
、
千

葉
、愛
知
、高
知
の
部
会
員
の
協

力
で
屋
上
緑
化
に
使
用
さ
れ
る

植
物
材
料
の
耐
乾
燥
性
（
実
際

に
は
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
お

い
て
無
灌
水
で
の
生
育
試
験
）

を
東
京
農
業
大
学
の
濱
野
教
授

の
指
導
の
も
と
に
、
２６
年
度
は

１
０
５
種
類
の
木
本
、
草
本
種

で
実
施
し
て
現
在
は
デ
ー
タ
の

分
析
中
で
す
。
引
き
続
き
２７
年

度
も
残
り
の
４５
種
で
実
施
予
定

で
す
。
こ
の
試
験
に
よ
り
得
ら

れ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
屋
上
緑

化
に
適
し
た
植
物
を
部
会
と
し

て
推
薦
し
て
行
く
所
存
で
す
。

平
成
２７
年
度
コ
ン
テ
ナ
部
会

通
常
総
会
は
場
所
を
新
橋
に
移

し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
協
力
で
議
事

も
無
事
終
了
し
、
講
演
会
に

は
、
日
本
ゼ
リ
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ン
研
究
協
会
の
小
出
兼
久
氏

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
氏
は
、

国
内
外
で
活
動
さ
れ
て
造
園
に

お
け
る
雨
水
の
循
環
利
用
を
提

唱
さ
れ
て
い
る
第
一
人
者
で
長

野
県
大
町
市
に
研
究
所
を
お
い

て
全
国
の
現
場
で
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

最
近
の
地
球
温
暖
化
に
伴
っ

て
降
雨
や
気
温
の
変
動
が
、
明

ら
か
に
過
去
と
は
違
っ
て
来
て

い
る
こ
と
を
皆
様
も
実
感
さ
れ

て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、
都
市

に
お
け
る
気
象
と
造
園
の
有
り

方
を
研
究
さ
れ
「
雨
の
庭
」
の

生
み
の
親
で
す
。

講
演
で
は
、
小
出
氏
の
歯
に

衣
着
せ
ぬ
本
音
ト
ー
ク
が
炸
裂

し
、
ゼ
ネ
コ
ン
批
判
な
ど
も
出

て
普
段
の
現
場
で
は
口
に
出
来

ず
飲
み
込
ん
で
い
た
我
々
の
思

い
を
代
弁
し
た
話
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
協
会
創
立
４５
周
年

記
念
講
演
会
で
国
土
交
通
省
の

町
田
室
長
が
語
っ
た
２
０
２
０

年
に
向
け
て
の
様
々
な
課
題

に
、
協
会
、
部
会
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
必
要
が
有
る
こ

と
を
実
感
し
て
終
わ
っ
た
２
日

間
で
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
部
会
資
材
懇
談
会
を
開
催

記
念
講
演
後
、
１３
時
３０
分
〜

１５
時
００
分
、
コ
ン
テ
ナ
部
会
協

力
会
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

恒
石
委
員
長
を
は
じ
め
飯
田
副

委
員
長
、
黒
田
・
大
森
委

員
、
吉
澤
部
会
長
、
松
村
／

中
村
副
部
会
長
、
㈱
東
海
化

成
・
矢
嶋
氏
、
南
出
㈱
・
古

部
氏
、
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
・
伊
藤
氏
／
池
村
氏
、
㈱

阪
中
緑
化
資
材
・
阪
中
氏
、

大
信
産
業
㈱
・
村
上
氏
、
正

木
理
事
、
事
務
局
の
計
１５
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

恒
石
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
正
木
理
事
、
吉
澤
部
会
長

の
挨
拶
が
終
わ
り
恒
石
委
員
長

の
司
会
進
行
で
、
懇
談
会
が
進

行
し
た
。

議
題

１
�
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介

を
協
会
員
か
ら
順
に
都
道
府

県
名
、
社
園
名
そ
し
て
氏
名

と
事
業
内
容
及
び
近
況
報
告

を
行
う
。

１
）
会
員
か
ら
の
報
告
で
は
、

秋
か
ら
冬
は
植
木
の
出
荷
量

が
昨
年
よ
り
少
な
い
報
告
が

あ
っ
た
。

２
）
植
木
の
樹
種
に
よ
り
非
常

に
少
な
く
注
文
を
断
る
樹
種

が
あ
っ
た
状
況
の
報
告
。

３
）
協
力
会
各
社
か
ら
は
資
材

の
値
上
げ
予
定
報
告
が
あ
っ

た
、
特
に
中
国
の
賃
金
の
高

騰
と
円
安
に
よ
る
為
替
損
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
報

告
。
値
上
げ
の
時
期
は
各
社

違
う
が
概
ね
４
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
値
上
げ
予
定
で
あ

る
報
告
。

４
）
協
力
会
懇
談
会
開
催
に
つ

い
て
、
昨
年
は
賛
助
会
懇
談

会
、
研
修
会
展
示
、
総
会
展

示
、
青
年
部
会
展
示
等
の
全

て
の
開
催
が
出
来
な
か
っ
た

た
め
に
賛
助
会
と
協
会
の
意

見
交
換
の
場
が
な
い
事
を
危

惧
す
る
意
見
に
対
し
て
、
理

事
会
に
賛
助
会
懇
談
会
開
催

の
要
望
を
出
す
こ
と
を
事
務

局
が
確
約
し
た
。

２
�
春
の
資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て

例
年
通
り
３
月
１０
日
㈫
よ

り
４
月
１０
日
㈮
で
行
う
事
を

決
め
た
。

定
刻
に
な
り
恒
石
委
員
長
の

挨
拶
で
賛
助
会
総
会
を
閉
会
し

た
。

幼
い
頃
、
近
所
の
家
に
遊
び

に
行
く
と
幾
つ
か
の
鳥
籠
が
あ

り
、
小
さ
な
小
鳥
か
ら
鳩
程
の

大
き
さ
の
鳥
が
何
羽
か
そ
の
籠

の
中
に
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
近
づ
い
て
見
る
事
が
出

来
な
い
小
鳥
が
こ
ん
な
に
近
く

で
見
ら
れ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
今
か
ら
５０
年
程
前

の
こ
と
で
す
。
私
と
野
鳥
と
の

関
わ
り
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

私
が
植
木
協
会
に
入
会
さ
せ

て
頂
い
た
の
が
２０
年
程
前
に
な

り
ま
す
。
岐
阜
は
元
々
植
木
の

生
産
は
少
な
く
県
南
西
部
に
少

し
ま
と
ま
っ
て
あ
っ
た
位
で
し

た
。
２０
年
程
前
と
言
い

ま
す
と
植
木
業
界
と
し

て
は
大
変
勢
い
が
あ
る

時
代
で
毎
年
多
数
の
入

会
者
が
あ
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
公
共
投

資
も
多
く
、
こ
れ
か
ら

先
も
益
々
伸
び
て
い
く

だ
ろ
う
と
言
う
雰
囲
気

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム

も
こ
の
頃
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
少
し
遠

い
過
去
の
話
で
す
。

自
然
保
護
、
環
境
保

全
、
国
土
緑
化
等
、
国

内
で
そ
れ
に
関
係
し
た

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
時
は
、
し
ば

ら
く
の
間
「
緑
」
を
大

切
に
、
と
そ
ん
な
風
が
吹
い
た

り
し
ま
す
が
、
す
ぐ
に
止
ん
で

し
ま
う
事
が
多
い
気
が
し
ま

す
。
今
の
世
の
中
「
緑
」
は
弱

い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
食
べ
た

り
、
着
た
り
、
住
ん
だ
り
に
は

か
な
わ
な
い
。
い
く
ら
緑
の
大

切
さ
を
言
っ
て
み
て
も
お
金
に

余
裕
が
な
か
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り

緑
に
お
金
は
使
わ
な
い
。
最

近
、
近
く
に
で
き
た
国
道
の
バ

イ
パ
ス
に
も
植
木
は
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

私
の
家
は
農
家
で
し
た
が
植

木
の
生
産
は
ほ
ん
の
僅
か
で
し

た
。
ヒ
ノ
キ
の
山
林
苗
の
生
産

を
し
て
お
り
、
そ
の
組
合
が
植

木
の
売
店
を
運
営
し
始
め
た
頃

に
両
親
が
少
し
始
め
た
の
が
最

初
で
、私
が
中
学
生
の
頃
で
す
。

当
時
の
私
は
野
鳥
大
好
き
少
年

で
、
野
鳥
に
対
し
て
は
色
々
し

て
い
ま
し
た
。
し
て
は
い
け
な

い
？
事
も
。た
だ
、野
鳥
が
食
べ

る
木
の
実
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
の
が
こ
の
頃
で
し
て
、ウ
メ

モ
ド
キ
、ガ
マ
ズ
ミ
、コ
ム
ラ
サ

キ
等
の
幼
木
を
自
分
で
育
て
る

事
も
高
校
生
の
時
に
は
少
し
ず

つ
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
今
の

仕
事
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
笑

わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

野
鳥
が
住
め
る
環
境
造
り
の
お

手
伝
い
が
し
た
い
。
失
わ
れ
て

行
く
緑
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
し
た
。

私
は
昨
年
度
か
ら
愛
知
県
支

部
の
支
部
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
現
在
、
岐
阜
県

の
協
会
員
は
３
社
園
で
す
が
、

支
部
組
織
は
な
く
会
員
数
の
多

い
愛
知
県
支
部
に
入
っ
て
い
ま

す
。
愛
知
県
民
で
は
な
い
私
で

す
が
多
く
の
支
部
の
皆
さ
ん
に

助
け
て
頂
き
な
が
ら
な
ん
と
か

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
な
私

で
す
が
何
か
お
役
に
立
て
る
事

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
今
の
こ
の
社
会
の
中
で
私

た
ち
緑
化
に
携
わ
る
者
が
こ
れ

か
ら
先
、
大
き
な
希
望
と
強
い

使
命
感
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ

た
ら
い
い
。
そ
の
き
っ
か
け
を

少
し
で
も
作
れ
た
な
ら
と
思

い
、
愛
知
県
支
部
で
は
今
年
度

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
共
催
で
講
演

会
形
式
の
研
修
会
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
知
っ
て

い
る
あ
る
自
然
保
護
団
体
の
代

表
の
方
を
講
師
に
お
招
き
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
私
た
ち
の

業
界
と
自
然
保
護
団
体
と
の
間

に
何
か
し
ら
の
繋
が
り
が
あ
っ

て
も
良
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
団
体
の
代
表
の

方
を
講
師
に
お
招
き
し
て
お
話

を
聞
く
事
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
何
か
が
生
ま
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
新
し

い
世
界
が
見
え
て
来
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
思
い
で
企

画
し
ま
し
た
。
植
木
協
会
の
発

展
の
た
め
に
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
の
緑
化
業

界
は
こ
の
社
会
の
中
で
大
変
重

要
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

地
方
か
わ
ら
版

地
方
か
わ
ら
版

私
に
で
き
る
こ
と

コンテナ部会協力会懇談会

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

森

田

善

朗

（
バ
ー
ド
グ
リ
ー
ン
・
岐
阜
県
）

部
会
だ
よ
り

コ
ン
テ
ナ
部
会
の
取
り
組
み

コ
ン
テ
ナ
部
会

部
会
長

吉
澤

信
行

（
㈱
小
金
井
園
・
東
京
都
）

日本植木協会オリジナル
『病害虫防除ぱっと見ガイド』申込受付中！
・パッと開いてパッと収納！人工衛星の太陽電池パネルに採用された最先端の
折り方を採用！

・ポケットサイズだから、環境緑化樹木に対して害のある代表的な病害虫が現
場ですぐわかる！

・造園工事従事者、公園管理者、樹木生産者の業務の補助、そして学校教材に
最適

フィールドでパッと開けます
（展開サイズ：４３０㎜×５７０㎜）

１．形 状 ＊収納（折りたたみ）サイズ（７８㎜×１１２㎜×６㎜）
展開サイズ（４３０㎜×５７０㎜）

＊水に強く汚れにくい光沢仕上げ
２．価 格 ①本体価格（税抜）５００円／部

＊最低注文数１０部
②送料（１ヶ所・税抜）…１０部で３００円

１１部以上５００部まで７００円
３．申 込 ＊３月１０日（火）〆切

＊植木協会ホームページより申込書をダウンロードし、FAX
（０３－３５８６－７５７７）送信願います。

４．代金支払 ＊請求書が届きましたら、速やかにお支払いをお願いします。

※ご不明な点は（一社）日本植木協会コンテナ部会ぱっと見ガイド係までご
連絡ください。

シジミバナ
Spiraea prunifolia

＊バラ科、落葉低木。 樹高２．０ｍ位。
＊中国が原産で、日本には古く渡来したものである。
＊近縁種のユキヤナギより少し遅れて、白の八重咲き
の花が無数に咲く。
＊花の形が「蜆」に似ていることから付いた名前であ
るが、エクボに見立てたエクボバナの名前もある。
＊庭植えで大きく咲かせるのもよいが、鉢植えや切り
枝として楽しむのにも適している。

協会カレンダー Trees＆Shrubs２０１５ ３－４月頁掲載

新樹種部会
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学校紹介

紹
介
者　

藤
井　

安
寿　
教
諭

全
国
各
地
の
業
界
関
連
学
校
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

次
世
代
の
植
木
・
造
園
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
、

本
業
界
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

来
た
れ
若
人
、
植
木
業
界
へ
！

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

〜
未
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
〜

福
岡
県
立
久
留
米
筑
水
高
等
学
校　

環
境
緑
地
科

１

環
境
緑
地
科

の
概
要

明
治
４０
年
に
三

井
郡
立
三
井
農
業

学
校
と
し
て
創
立

し
た
本
校
は
、
地

域
の
強
い
要
望
に

よ
り
、
昭
和
３７
年

全
日
制
造
園
科
を

設
置
し
、
そ
の
後

様
々
な
変
遷
を
た

ど
り
、
平
成
元
年

に
環
境
緑
地
科
と

し
て
環
境
デ
ザ
イ

ン
や
緑
地
土
木
等

の
業
務
に
関
す
る
経
営

者
及
び
技
術
者
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
学
科
を
改
編
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

２

特
色
あ
る
活
動

１
年
次

⑴

花
壇
の
製
作

４
月
か
ら
班
活
動
と

し
て
花
壇
苗
の
栽
培
を

行
い
、
苗
が
揃
っ
た
ら

花
壇
製
作
を
行
い
ま

す
。
各
班
は
様
々
な
花
壇
の
様

式
を
調
査
し
、
個
性
豊
か
な
作

品
を
作
り
ま
す
。

⑵

親
子
で
松
竹
梅
を
作
ろ
う

年
末
は
学
校
で
保
護
者
と
と

も
に
松
竹
梅
作
り
を
行
い
ま

す
。
保
護
者
に
指
導
す
る
の

は
、
勿
論
生
徒
で
あ
り
、
保
護

者
は
、
子
供
の
成
長
を
喜
ぶ
と

共
に
生
徒
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
理
解
を
深
め
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
松
竹
梅
で
新
年
を
迎
え

る
取
り
組
み
で
す
。

２
・
３
年
次

⑴

現
場
実
習
の
推
進

新
２
年
生
は
５
日
間
、
新
３

年
生
は
７
日
間
の
現
場
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
企
業
は

２５
社
の
協
力
を
頂
き
、
造
園
企

業
、フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、植
木

産
業
等
で
全
員
が
貴
重
な
体
験

を
し
て
い
ま
す
。
現
場
実
習
を

通
し
て
企
業
の
厳
し
さ
、
楽
し

さ
、
や
り
が
い
か
ら
礼
儀
、
マ

ナ
ー
等
の
社
会
性
を
学
び
大
き

く
成
長
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

⑵

造
園
技
能
検
定
２
・
３
級

２
年
生
は
１
学
期
期
末
考
査

終
了
か
ら
８
月
初
め
の
試
験
前

日
ま
で
、
毎
日
練
習
に
入
り
ま

す
。
全
員
合
格
を
目
指
す
の
は

勿
論
で
す
が
、
専
門
的
知
識
技

術
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

強
固
な
体
力
と
精
神
を
養
い
ま

す
。２
級
受
験
で
は
、
３
年
生

の
希
望
者
の
み
で
す
が
、
盆
明

け
か
ら
練
習
に
入
り
８
月
一
杯

続
き
ま
す
。
今
年
度
は
１１
名
が

受
験
し
８
名
が
合
格
し
ま
し

た
。

⑶

柳
坂
曽
根
櫨
並
木
（
県
指

定
天
然
記
念
）
の
保
存
活
動

毎
年
３
年
生
が
、
卒
業
前
の

１
月
に
福
岡
県
、
久
留
米
市
、

地
域
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
２
０
０
本
の
ハ

ゼ
老
齢
樹
の
剪
定
及
び
施
肥
を

行
い
、
樹
勢
の
回
復
と

維
持
を
図
る
活
動
で
、

地
域
の
期
待
も
大
き
い

で
す
。

⑷

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
独
居
高
齢
者
宅

庭
木
剪
定
）
の
実
施

３
年
生
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
お
り
、
１２
月

に
６
軒
の
独
居
高
齢
者

宅
を
募
集
し
、
庭
園
管

理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
て
い
ま
す
。
庭
園
管

理
や
樹
木
の
剪
定
が
厳

し
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

と
っ
て
、
心
強
い
内
容
で
あ

り
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

３

ま
と
め

本
校
で
は
環
境
日
本
一
の
学

校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
坪
庭
か
ら
借
景
庭
園
、
そ

し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
場

等
、
様
々
な
場
所
を
公
園
化
す

る
こ
と
に
よ
り
「
緑
」
と
「
住

環
境
」
の
先
進
的
な
学
校
と
な

る
よ
う
、
環
境
緑
地
科
の
全
生

徒
が
施
工
か
ら
管
理
ま
で
を
行

い
、
こ
の
取
り
組
み
が
最
高
の

教
科
学
習
に
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
資
格
取
得
で
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、
地

域
連
携
で
郷
土
愛
を
育
み
、

様
々
な
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

と
お
し
て
、
造
園
を
将
来
の
糧

と
す
る
生
徒
を
多
く
輩
出
出
来

て
い
る
こ
と
が
私
た
ち
職
員
全

員
の
誇
り
で
す
。

主な教育内容
花壇設計・施工 草花栽培 坪庭の設計・施工
文書処理・ワープロ検定３級
造園基礎技能・技能検定３級
庭園の歴史・様式 製図演習 トレース技能３級
平板・水準・角測量
測量技能検定 デジタルセオドライト操作
地球環境 生態系
樹木の整枝・剪定 庭園管理全般
トレース技能２級 庭園設計 ＣＡＤ
造園技能検定３級 庭園施工
卒業制作 卒業論文 発表
車両系建設機械 造園施工管理士
ＣＡＤ
造園技能検定２級 庭園施工

科 目
農業と環境
農業情報処理
造園技術
造園計画
測量
測量
地球環境化学
総合実習
造園計画
造園技術
課題研究
総合実習
造園計画
造園施工

年 次
１年次

２年次

３年次

９

４

３

９

１１

４ 年 大 学

短 大 ・ 専 門 学 校

公 務 員

造 園 企 業

そ の 他

〈造園技能二級検定の受験風景〉

＜ハゼ並木の保存活動。
いざ本番、真剣に剪定する＞

〈校区内にある公民館での室内庭園製作〉

〈花壇の製作風景〉

参考進路状況（平成２６年度卒）

※ナショナルプランツ コレクションとは世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・
絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

日本列島植木植物園
ナショナルプランツ コレクション※

●教育内容

※ ２・３年生は以下の２コースに分割する。
○ 造園緑地コース・・・造園技能検定２級及び庭園施工・管理に重点を置く。
○ 環境デザインコース・・・庭園デザイン、CADに重点を置く。

・花は淡紅で大輪の八重咲き。香りも良い
・咲き始めの淡紅色がやがて白へと変化する移り白の華やかな雰囲気が見どころである
・野梅性で樹勢も強健。庭植えなどに向く
・大輪の花の美しさに見て驚いたのが名前の由来である

けんきょう

ウメ ‘見驚’
Prunus mume‘Kenkyo’

〈生徒が保護者に松竹梅作りを指導中〉

〈現場実習先での作業の様子〉

（6）緑 化 通 信2015年（平成27年）2月25日 水曜日（第443号）



リレー連載 うえきのちから

植
物
の
も
つ
人
・
街
再
生

の
パ
ワ
ー
へ
の
気
づ
き

都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
私
が
、
庭
づ
く
り

を
真
剣
に
仕
事
の
中
に
取
り
入
れ
よ
う
と
決
め

た
の
は
、
２０
年
前
の
阪
神
淡
路
大
震
災
が
き
っ

か
け
で
す
。
大
阪
に
住
み
、
仕
事
場
を
置
く
者

と
し
て
、
当
然
の
よ
う
に
直
後
か
ら
被
災
地
に

入
り
、
調
査
か
ら
復
興
計
画
、
そ
し
て
倒
壊
し

た
マ
ン
シ
ョ
ン
再
建
、
区
画
整
理
、
再
開
発
な

ど
に
住
民
の
立
場
を
ベ
ー
ス
に
行
政
、
企
業
と

も
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
当
初
は
結
束
し
、
助
け
合
っ
て
い

た
人
た
ち
が
、
や
が
て
半
年
程
経
つ
頃
か
ら
、

利
害
や
エ
ゴ
、
立
場
の
違
い
が
目
立
ち
、
集
ま

っ
て
も
対
立
す
る
場
面
が
多
く
な
っ
て
き
た
の

で
す
。
そ
ん
な
時
、
い
つ
誰
が
蒔
い
た
の
か
空

地
の
あ
ち
こ
ち
で
ヒ
マ
ワ
リ
や
コ
ス
モ
ス
が
一

杯
咲
き
、
場
の
空
気
が
一
変
し
、
み
ん
な
の
表

情
が
柔
ら
か
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
言
う
私
も

昼
夜
、
休
日
返
上
で
ス
ト
レ
ス
が
高
ま
っ
て
い

た
の
が
、
胸
が
す
ー
っ
と
し
、
意
欲
が
湧
い
て

き
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

植
物
は
た
だ
見
た
目
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な

く
、
私
た
ち
に
蘇
生
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
以
来
、
私
が
関
わ
っ

た
復
興
事
業
に
は
、
必
ず
花
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
、
多
く
の
共
感
を

得
、
今
も
大
切
に
住
民
の
手
で
街
と
共
に
育
て

ら
れ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

日
本
は
庭
づ
く
り
に
と
っ

て
奇
跡
的
な
好
条
件
を
持

つ
国

改
め
て
植
物
、
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
勉
強
を

し
、
実
践
を
重
ね
る
中
で
何
気
な
く
見
過
ご
し

て
い
た
季
節
と
か
晴
雨
、
気
温
、
足
元
の
土
、

と
い
っ
た
事
象
へ
の
見
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
始
め
の
頃
あ
こ
が
れ
て
読
み
漁
り
、

訪
問
を
続
け
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
、

森
の
都
ウ
ィ
ー
ン
や
ド
イ
ツ
の
公
園
、
市
民
農

園
な
ど
「
植
栽
先
進
国
」
か
ら
多
く
の
学
び
が

あ
り
ま
し
た
が
、
殆
ん
ど
は
１
シ
ー
ズ
ン
勝
負

の
土
地
柄
、
限
ら
れ
た
針
葉
樹
主
体
の
環
境
に

較
べ
、
わ
が
風
土
の
優
位
さ
を
知
る
に
つ
け
、

そ
れ
を
深
く
極
め
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

黒
潮
と
い
う
奇
跡
が
２０
度
の
温
水
を
熱
帯
か

ら
運
び
、
暖
め
ら
れ
た
海
風
が
列
島
を
走
る
山

に
当
た
っ
て
熱
帯
並
み
の
雨
水
を
も
た
ら
す
。

そ
の
お
蔭
で
豊
か
な
広
葉
樹
が
育
ち
、
数
万
種

の
生
き
物
を
育
み
、四
季
と
い
う
よ
り「
八
季
」

は
あ
る
季
節
、
真
冬
に
も
多
く
の
樹
々
が
葉
を

つ
け
、
身
近
に
も
何
十
種
も
の
花
が
咲
く
、
同

緯
度
の
土
地
は
殆
ど
乾
燥
地
帯
で
、
日
本
の
よ

う
な
「
温
帯
」
は
珍
し
く
、
こ
ん
な
に
多
様
で

魅
力
あ
る
植
栽
環
境
を
創
造
で
き
る
国
が
他
に

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
好
条
件
を
も
っ
と
生

か
す
こ
と
で
、
日
本
の
風
景
は
大
き
く
変
わ
る

は
ず
。
緻
密
に
季
節
を
伝
え
る
植
栽
群
を
創
る

だ
け
で
も
、
そ
こ
か
ら
生
き
る
力
を

引
き
出
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

植
物
の
成
分
、

香
り
は
脳
・
神
経
に

効
く

庭
の
力
は
語
り
尽
く
さ
れ
た
感
が

あ
り
ま
す
が
、
最
近
め
ざ
ま
し
い
の

は
医
療
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

緑
が
視
界
に
あ
る
だ
け
で
緊
張
緩

和
、
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
り
、
自

律
神
経
の
安
定
に
役
立
つ
よ
う
な
こ

と
は
早
く
か
ら
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
良
く

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
緑
ア
ル
デ
ヒ
ド

が
脳
の
栄
養
素
と
な
る
こ
と
で
脳
の
ス
ト
レ
ス

緩
和
に
、
あ
る
い
は
木
の
発
す
る
成
分
、
香
り

の
中
に
脳
疲
労
に
働
き
か
け
る
要
素
が
あ
る
、

神
経
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
、
免
疫
力
を
高
め

る
、
と
い
っ
た
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
早
く
か
ら
植
物
の
精
油
や

ア
ロ
マ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
成
分
分
析
、
効
用
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
日
常
生
活
や
治
療
に
取
り
入
れ

ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
今
セ
ラ
ピ
ー
ガ
ー
デ

ン
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
多
く
の
医

療
・
福
祉
施
設
の
植
栽
計
画
に
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脳
疾
患
と
い
っ
た

多
く
は
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
治
療
、
予
防
の

現
場
に
植
物
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
シ

ー
ン
で
こ
そ
も
っ
と
認
識
さ
れ
て
良
い
し
、
欧

米
依
存
で
は
な
く
日
本
の
恵
ま
れ
た
植
物
事
情

を
生
か
せ
ば
、さ
ら
に
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。

ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
や
ミ
ン
ト
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香

り
効
果
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
コ
ナ
ラ
や
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ア
オ
ダ
モ
、
い

草
と
い
っ
た
国
土
の
特
性
を
生
か
し
た
多
様
な

山
野
の
草
木
の
香
り
や
庭
へ
の
取
り
入
れ
が
ま

だ
ま
だ
出
来
る
と
考
え
て
、「
Ｊ
ガ
ー
デ
ン
」を

提
唱
し
て
い
ま
す
。

街
を
み
ん
な
の
庭
と
見
立

て
る

植
物
の
力
を
最
大
限
い
か
す
た
め
に
は
、
と

に
か
く
身
近
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

で
す
が
、
人
が
集
ま
る
仕
掛
け
づ
く
り
を
含
め

て
近
づ
き
や
す
い
こ
と
、
で
き
れ
ば
み
ん
な
が

植
え
、
育
て
る
ア
ク
タ
ー
に
も
な
る
こ
と
が
効

果
を
高
め
ま
す
。
私
の
試
み
と
し
て
京
都
・
知

恩
院
の
参
道
で
は
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
備
え
た
信
徒
会
館
に

合
わ
せ
て
、
誰
も
が
自
由
に
出
入
り
出
来
る
多

彩
な
庭
を
緑
の
道
に
つ
な
ぎ
、
エ
リ
ア
全
体
を

「
街
と
お
寺
を
つ
な
ぐ
庭
」
と
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
滋
賀
県
大
津
市
で
は
既
存
の

緑
地
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
４
軒
の
カ
フ
ェ
を
囲

む
庭
づ
く
り
を
し
た
「
な
ぎ
さ
の
テ
ラ
ス
」、

京
都
府
福
知
山
市
で
は
未
利
用
の
公
有
地
に

「
市
民
の
庭
」
と
共
に
７
軒
の
シ
ョ
ッ
プ
を
配

し
た「
ゆ
ら
の
ガ
ー
デ
ン
」を
つ
く
る
こ
と
で
、

人
が
集
ま
り
花
や
緑
に
ふ
れ
る
場
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
滋
賀
県
米
原
市
で
は
「
木
の
幼
稚
園
」

を
つ
く
り
、
ま
わ
り
を
林
や
ビ
オ
ト
ー
プ
を
感

じ
さ
せ
る
緑
地
で
つ
つ
ん
だ
と
こ
ろ
、
「
子
ど

も
た
ち
が
放
課
後
も
残
っ
て
長
居
す
る
」
と
の

評
判
。
今
は
大
阪
・
茨
木
に
春
オ
ー
プ
ン
す
る

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
市
民
・
学
生
と
共
に
計

画
、
育
て
て
い
く
里
山
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー

デ
ン
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
で
多
く

の
人
が
草
木
と
共
に
あ
る
日
々
の
豊
か
さ
を
実

感
し
、
わ
が
家
に
、
わ
が
街
に
広
が
っ
て
い
く

の
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
は
じ
め
に
簡
単
な
自

己
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
弊
社
は
福
島
県
に
て
緑
化

用
苗
木
生
産
を
行
っ
て
い
る
会

社
で
す
。
皆
様
ご
存
じ
と
は
思

い
ま
す
が
、
津
波
に
よ
り
す
べ

て
を
失
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
し
た
会
社
で
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
皆
様
の
温
か
い
お

言
葉
ご
支
援
賜
り
ま
し
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
復
興
関
連
の
中
心
に
お

け
る
福
島
で
営
業
致
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
私
か
ら
見
え
る
範

囲
、
考
え
ら
れ
る
範
囲
で
の
意

見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
地
方
に
お
け
る
緑
化
需

要
で
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と

２
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
が
東
日
本
大
震
災
の
津

波
被
害
で
失
っ
た
緑
資
源
の
復

旧
需
要
で
す
。
一
般
住
宅
及
び

商
業
施
設
の
復
旧
需
要
関
連
、

海
岸
防
災
林
の
復
旧
需
要
関

連
、
道
路
復
旧
及
び
土
木
工
事

関
連
、
な
ど
の
既
存
で
あ
っ
た

緑
資
源
の
復
旧
需
要
。

二
つ
目
が
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
お
け
る
新
た
な
緑
資
源
の

創
出
で
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
に
お
け
る
緑
化
構

想
な
ど
、
既
存
で
あ
っ
た
も
の

を
元
に
戻
す
考
え
方
で
は
な
く

新
た
な
考
え
方
で
の
緑
化
需

要
。大

き
く
分
け
る
と
そ
の
よ
う

な
二
つ
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
今
後
膨
大
な
需
要
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
東
北
に
お
け
る

こ
の
大
き
な
二
つ
の
需
要
で
す

が
長
期
的
な
需
要
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
復
旧
復
興
が
進
ま
な
い

と
新
聞
報
道
で
は
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
着
実
に
進
ん
で
い

る
の
が
目
に
見
え
て
お
り
ま

す
。
膨
大
な
需
要
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
が
、
か
な
り
早
い

段
階
で
落
ち
着
き
を
戻
し
て
い

く
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
全
体
を
考
え
ま

し
て
も
緑
化
需
要
は
飽
和
状
態

と
考
え
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
需
要
な
ど
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
限
ら
れ
た
一
部
地

域
の
需
要
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

今
後
の
日
本
の
経
済
状
況
を
考

え
る
と
国
内
全
体
の
緑
需
要
は

こ
の
ま
ま
行
け
ば
光
の
当
た
ら

な
い
状
況
が
続
く
と
想
像
出
来

ま
す
。

そ
の
中
で
こ
の
二
つ
目
の
需

要
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
来
る

と
思
い
ま
す
。
新
た
な
考
え
の

も
と
で
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
様
に

多
様
な
選
択
肢
を
選
べ
る
だ
け

の
材
料
、
考
え
な
ど
を
提
案
出

来
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

現
在
東
北
で
の
仕
事
は
使
用

す
る
側
と
提
供
す
る
側
が
「
Ｗ

ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
」
双
方
に
得
に

な
る
良
好
な
関
係
が
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
自

然
物
で
あ
る
材
料
に
限
り
が
あ

る
中
で
最
大
限
の
結
果
が
求
め

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
考
え

方
は
今
後
の
業
界
全
体
の
生
き

残
っ
て
い
く
道
筋
の
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

ま
と
め
に
大
き
な
災
害
を
経

験
し
た
東
北
地
域
な
ら
で
は
の

新
た
な
復
興
に
関
わ
る
緑
化
需

要
の
創
出
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
い

た
だ
い
て
、
全
国
の
地
方
地
域

に
反
映
し
、
現
在
の
一
部
地
域

の
飽
和
的
な
需
要
か
ら
の
底
上

げ
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
緑

業
界
全
体
に
お
い
て
試
み
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

是
非
東
北
へ
足
を
運
ん
で
頂

い
て
東
北
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体

感
し
、
全
国
の
地
方
地
域
の
底

上
げ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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最
近
「
地
方
創
生
」
の
話
題

が
か
ま
び
す
し
い
。
わ
け
て
も

昨
年
末
の
閣
議
で
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
掲
げ
各
々
の
自
治
体
に

そ
の
作
成
を
督
励
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
各
自
治
体
は
今

大
わ
ら
わ
で
そ
の
策
定
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
論
議
が
起
こ
る
背

景
に
は
、
国
土
交
通
省
が
昨
年

の
３
月
２８
日
、
２
０
５
０
年
に

な
る
と
、日
本
の
人
口
は
約
９
、

７
０
０
万
人
に
減
少
し
、
生
産

年
齢
人
口
も
ま
た
、
８
、４
４

２
万
人
（
６６
・
１
％
）
か
ら
４
、

９
３
０
万
人
（
５１
・
８
％
）
と

な
り
、
全
国
の
６
割
以
上
の
地

域
で
、
人
口
が
２
０
１
０
年
時

点
の
半
分
以
下
に
な
る
と
い
う

試
算
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
に
端

を
発
し
て
い
る
。

そ
の
試
算
は
、
約
３８
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
我
が
国
の
国

土
を
精
査
し
、
地
域
毎
の
人
口

推
移
を
計
算
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
。そ
の
結
果
、今
の
可

住
地
が
、
２
０
５
０
年
に
は
そ

の
２
割
で
人
が
い
な
く
な
り
、

６
割
で
人
口
が
半
分
に
減
る
。

さ
ら
に
無
人
の
地
域
は
全
体
の

約
５３
％
か
ら
約
６２
％
に
広
が
る

こ
と
が
透
け
て
見
え
て
き
た
。

そ
こ
で
国
土
交
通
省
は
、
こ

う
し
た
試
算
を
基
に
し
て
、
国

土
整
備
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
概
要

は
、
地
方
は
「
市
役
所
等
を
中

心
と
す
る
街
な
か
機
能
の
再
整

備
」「
街
な
か
と
周
辺
部
を
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
」

「
住
宅
は
時
間
軸
を
考
慮
し
て

徐
々
に
集
約
」
す
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
形

成
す
る
。
ま
た
、
「
集
落
が
散

在
す
る
地
域
に
お
い
て
、
日
常

生
活
に
不
可
欠
な
施
設
・
機
能

や
地
域
活
動
を
行
う
場
を
歩
い

て
動
け
る
範
囲
に
集
め
た
地
域

拠
点
の
形
成
」
な
ど
に
よ
っ

て
、
「
小
さ
な
拠
点
」
に
よ
る

生
活
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を

掲
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
日

は
ブ
ロ
ッ
ク
中
枢
都
市
で
働

き
、
休
日
は
田
舎
で
両
親
の
介

護
を
行
う
な
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
地
域
間
連
携
に
よ
り
、
東
京

へ
の
人
口
移
動
の
「
防
波
堤
」

に
し
た
い
と
の
構
想
で
あ
る
。

さ
ら
に
成
長
を
担
う
国
土
軸

に
つ
い
て
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
を
東
京
・
大
阪
間
で
開
業

し
、東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
３

大
都
市
圏
を
「
超
巨
大
都
市
圏

（
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ

ン
）」と
し
て
一
体
化
さ
せ
、
そ

の
上
で
、
こ
れ
に
接
続
す
る
新

幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し

経
済
効
果
を
地
方
に
波
及
さ
せ

る
べ
き
と
し
、
集
中
策
に
よ
る

富
の
歪
み
へ
の
対
応
策
と
、
国

際
競
争
力
を
維
持
強
化
し
よ
う

と
す
る
戦
略
を
掲
げ
て
い
る
。

確
か
に
現
下
の
趨
勢
か
ら
２

０
５
０
年
を
想
定
す
れ
ば
、
な

か
な
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
日
本
像

は
浮
か
び
上
が
ら
な
い
。
例
え

ば
経
団
連
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
２１
世
紀
政
策
研
究
所
」
が
２

０
１
２
年
４
月
に
公
表
し
た
２

０
５
０
年
ま
で
の
長
期
予
測
が

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日

本
は
人
口
減
少
の
結
果
２
０
３

０
年
以
降
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
続

け
２
０
５
０
年
に
は
現
在
世
界

第
三
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
中
國
と

米
国
の
６
分
の
１
に
な
り
、
世

界
１８
位
に
転
落
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
無

為
無
策
の
ま
ま
悲
劇
に
陥
ら
ぬ

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し

そ
う
し
た
状
況
へ
の
対
処
の
処

方
は
、
先
の
ス
ー
パ
ー
メ
ガ
リ

ー
ジ
ョ
ン
に
資
本
の
集
中
を
図

り
豊
か
さ
を
追
い
求
め
る
仕
組

み
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
主
張

と
、
筆
者
の
よ
う
に
も
う
豊
か

さ
を
追
い
求
め
る
時
代
は
地
球

環
境
の
問
題
な
ど
か
ら
見
て
も

限
界
が
あ
り
、
む
し
ろ
豊
か
さ

を
深
め
ら
れ
る
社
会
を
構
築
す

べ
き
と
い
う
主
張
に
分
か
れ

る
。で

は
筆
者
が
主
張
す
る
よ
う

な
社
会
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
創
造
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
江
戸
時
代

に
あ
る
。
江
戸
の
人
々
は
唸
る

よ
う
な
金
浸
り
の
暮
ら
し
よ
り

も
、
花
や
緑
を
愛
す
る
暮
ら
し

を
尊
ん
だ
。
富
裕
層
は
庭
園
に

そ
の
思
い
を
託
し
、
貧
し
い

人
々
は
路
地
裏
の
鉢
植
え
の
植

木
を
楽
し
ん
だ
。
そ
う
し
た
暮

ら
し
の
総
和
が
、
自
然
と
共
生

し
、
い
た
ず
ら
に
自
然
に
抗
う

方
法
を
敢
え
て
採
ら
な
か
っ
た

社
会
シ
ス
テ
ム
を
生
ん
だ
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
あ
の
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
於
い
て
、
生
活
拠

点
か
ら
海
の
表
情
が
見
え
な
い

刑
務
所
の
塀
の
よ
う
な
防
潮
堤

が
急
ぎ
建
設
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
江
戸
時
代
の
人
々
で
あ
れ

ば
、
仮
に
資
金
と
技
術
が
そ
の

時
代
に
も
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
う
し
た
方
策
は
採
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
可
能
な
限

り
自
然
と
折
り
合
い
の
付
く
手

法
、例
え
ば
治
水
に
お
け
る「
水

制
」
の
よ
う
な
自
然
を
活
用
す

る
手
法
を
探
し
た
に
違
い
な

い
。
そ
う
し
た
知
恵
は
、
日
本

庭
園
の
滝
・
流
れ
・
池
の
手
法

に
見
事
に
表
現
さ
れ
、
さ
な
が

ら
庭
造
り
が
治
水
の
試
験
場
と

す
ら
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
の

は
、
豊
か
さ
を
深
め
ら
れ
る
未

来
の
可
能
性
で
あ
る
。
も
し
豊

か
さ
の
見
え
る
化
と
い
う
観
点

が
あ
る
な
ら
ば
、我
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
遺
伝
子
の
中
に
眠

る
、
緑
を
主
役
と
し
た
都
市
や

地
域
を
再
生
し
、
自
然
と
共
生

す
る
知
恵
を
景
観
と
し
て
表
現

す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
地
域
の

自
然
を
熟
知
し
て
い
れ
ば
こ
そ

成
り
立
つ
造
園
技
術
や
植
木
生

産
に
こ
そ
存
外
大
き
な
役
割
が

あ
る
。
地
域
材
料
つ
ま
り
地
場

材
料
な
ど
が
尊
重
さ
れ
よ
う
。

そ
の
一
方
、
人
口
減
に
対
応

す
る
た
め
に
、
国
土
像
を
大
き

く
変
貌
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
下
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
悲
劇
的

シ
ナ
リ
オ
に
耐
久
性
の
あ
る
都

市
や
地
方
の
再
生
が
不
可
欠
と

な
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
も
合
致
し
た

み
ど
り
の
再
生
創
造
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
大
い
に
生

み
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

会員動向
正会員・退会
▷㈱柴崎農園（富山県）
藤倉榮之

社園名変更
�㈱高橋魁春園（徳島県）
()新 ㈱高橋魁春園
()旧 高橋魁春園

代表者変更
�安藤山林緑化㈲（北海道）
()新 安藤啓太
()旧 安藤暢敏

訃 報
安藤暢敏様（北海道）
安藤山林緑化㈲
平成２７年１月１２日没
享年６４歳

椎名菊子様（千葉県）
㈲植六松樹園（椎名 仁氏母）
平成２７年１月８日没
享年８８歳

加藤富子様（愛知県）
㈲加藤グリーンサプライ

（加藤昌彦氏母）
平成２７年１月３１日没
享年８３歳

船橋立身様（鹿児島県）
㈲船橋緑化（船橋修一氏父）
平成２７年１月２９日
享年９１歳

『インターネット販売について』
株式会社みどり 森 裕 樹 氏

現在３６歳、植木屋を始めて８年、それまではプログラムやシステムエンジニアといったコンピューター関係の仕事を五年間続
けてきた。畑違いの仕事についたが、今までの仕事を生かしたいという気持ちは常にあり、植木屋の仕事を始めてすぐ、企業向
けのホームページの作成に取りかかった。時間をかけてページを作っても、反応もなく見てくれる人も少なく自己満足で終って
しまう。
それでも、結果を出したいという気持ちが大きく、売れるのを待っている
今までの販売方法より、「こんな商品どうですか？」と提案型の販売に変え
ていかないといけないと思い、個人をターゲットに、インターネットオーク
ションで、自社生産物の販売を始めてみると、少しずつ売れ、手ごたえをつ
かんでいった。次に、以前失敗したホームページを、個人向けに改良して、
「ぐりーんぐりーん」という店舗名で販売を始めた所、徐々にリピーターを
掴んで、売り上げを伸ばしていった。一本一本の植木を個人に販売するので、
問い合せやクレームの電話が頻繁にかかってくるようになった。メールでの
問い合せも返さないといけないなど、細かい対応が必要になってきた。枝折
れなどない様に、梱包も細心の注意を払わないといけないなど、個人対応は
今まで経験がない為、繊細な注意が必要で苦労した。今まで、企業向けにつ
ちかってきたノウハウは役にたたず、一からノウハウをやしなっていく必要
があった。徐々に業務内容を改善するにしたがって、お客様から感謝の声を
頂くようになった。
今後は、個人販売だけでなく、業者販売に対しても、提案型の販売方法を
していくことができれば生産物が安定的に使用され、植木の生産量の減少に
歯止めをかけることができると思う。産地としても、ブランド力のある「鈴
鹿」の植木として成長していけるように、地元の商品をたくさん全国に広め
ていければと考える。

年
間
連
載

第
２
回

ウエキノミライ 本業界の歴史、変遷について叡智を持ったキーパーソンの
言葉から、未来を切り開く手がかりを探ります。

地
方
創
生
と
み
ど
り

ぐりーんぐりーんページ

造
園
家涌井

史
郎
氏

人
事
異
動

農
林
水
産
省

（
１
月
２３
日
付
、本
協
会
関
係
分
）

○
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
長

西
郷

正
道

（
生
産
振
興
審
議
官
兼
生
産
局
）

○
生
産
振
興
審
議
官
兼
生
産
局

鈴
木

良
典
（
穀
物
課
長
）

○
生
産
局

穀
物
課
長

川
合

豊
彦

（
花
き
産
業
・
施
設
園
芸
振
興
室
長
）

○
生
産
局

園
芸
作
物
課

花
き
産
業
・
施
設
園
芸
振
興
室
長

綱
澤

幹
夫

（
穀
物
課
米
麦
流
通
加
工
対
策
室
長
）

植木協会ホームページ、日本列島植木植物園ホー
ムページが新しくなりました。
スマートフォンやタブレットなどの携帯端末で閲
覧しやすい仕様で、うえきのちから、えりかが行く！
などの新コンテンツを掲載しました。
本誌1面 右上 QRコードからも閲覧可能です！
URL http : //www.ueki.or.jp

広報からのお知らせ
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